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= 報 


日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 々 則 , 会 費 納 入 の 件 , 投稿 規定 


a Ti 紹 介 


金属 鉄 床 学 (渡辺 万 次 郎 著 ) : 

ニ 十 万 分 ノ 一 長野 県 地質 図 及 び 説 明 書 (長野 県 地学 会 編集 ) 

The chemistry of petrochemicals. By, M. J. Astle. 

The chemistry of petroleum hydrocarbons. By B. T. Brooks and 


others 
f> GK 
KMP~RUGES KEK Coffinite 他 6 件 
岩石 学 及び 火山 学 地質 的 起源 か ら 見 た Serpentine 中 の 微量 成分 1 5 件 
の 関係 
& RHR A ウラ ン 鉄 床 の 成 因 他 4 件 
Aik KR S 海 成 堆 積 物 中 の 有機 物 組 成 他 5 件 
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日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 会 如 
総 Bl 
BIA AVL ARAM ARMAS L 
称す る 。 

第 2 条 AHO, BES, SRF 
及び これ ら と 関係 の 深い 科学 の 進歩 を 助 
ゆり 音 及 を は か る こと を 上 員 的 と する 。 

第 3 条 本 会 は 事務 所 を 東北 大 学 理 学 居 
内 に お く 。 

BAR 本 会 は 第 2 条 の 目的 を 達する た 
め , 次 の 事業 を 行う 。(1) 機関 雑誌 の 発行 。 
(2) 講演 会 その 他 学術 に 関す る 集会 の 開 
催 。 (3) その 他 必 要 な こと 。 

会 員 

第 5 条 本 会 々 員 は 正会員 及び 特別 会 員 
と する 。 正会員 は 評議 員 会 で 入会 を 承認 さ 
れ た も の と し , 特別 会 員 は 評議 員 会 で 推薦 
SAVORS 

第 6 条 正会員 と し て 本 会 に 入会 を 希望 
の も の は , 正会員 2 名 の 推薦 を そえ て 申込 む 
も の と する 。 

第 7 条 退会 を 希望 の も の は , SRE 
納 の 藻 本 会 目 紅 る たと に に と 26 

第 8 条 会 費 を 溢 納 し た も の は 評議 員 会 

の 決議 に よっ つて 除名 され る こと が あぁ る 。 
会 = 

BIR 本 会 の 経費 に は 会 員 の 会 費 及 び 
寄附 金 等 を あて る 。 

第 10 条 正会員 の 会 費 は 年 額 500 円 と 
これ を 前 納 し な けれ ば ば ならない 。 特別 会 


Mc 


の 会 費 は 年 額 5,000 円 と する 。 
役 員 


第 11 条 本 会 に 次 の 役員 を お く 。 BE 
1 名 , 幹事 5 名 , 評議 員 30 名 。 
第 12 条 会 長 は 本 会 を 代表 し , BBL 


堂 理 し , 総会 及び 評議 員 会 を 召集 する 。 

第 13 条 黄 事 は 会 長 を 補佐 し , 会長 事 故 
あぁ る 時 は これ に 代 る 。 

第 14 条 評議 員 は 評議 員 会 を 組織 し , 本 
会 の 運営 事項 を 協議 する 。 

第 15 条 人 会長, 幹事 及び 評議 員 は 正会員 
中 より 評 選 に よ ょ つて 選出 され る 。 

第 16 条 役員 の 任期 は 2 ヶ年 と する 。 但 
重任 を さま た げた い 。 


a 
会 合 


第 17 条 総会 は 毎年 1 回 これ を 開催 し , 
本 会 の 基本 方 針 を 決定 する 。 総会 は 正会員 
の 10 分 の 計 以 正 の 参加 を 以 て 成立 する 6 

第 18 条 評議 員 会 は 総会 の 決定 し た 其 
本 方 針 に 従い , 本 会 の 運営 事項 に つい て 協 
議 す る 。 

第 19 条 会 務 執 行 の た め 編 集 , 庶務 , 会 
計 , ME. 行事 , SB, その 他 に 関す る 委 
員 会 を お く 。 各 委 員 長 は 評議 員 の 互選 に よ 
り , その 他 の 委員 は 各 答 員 長 の 推薦 に より 
会 長 が 委嘱 する 。 

Bt Bl 

第 20 条 本 会 々 則 の 変更 は 総会 の 決議 

(SONG Oe 


会 豊 納 入 の 件 本 年 会 上 費 500 円 (前 納 ) を 
本 会 (振替 仙台 882545) 郊 至 急 御 納め 下さ 
Wo 尚 会 費 を 多額 に 沿 納 し て いる 方 は 虹 に 
直接 お 知ら ちせ し まし た が , 至急 お 納め 下さ 
ら な いと , RRO FEW (Sik AN ます か 
5, 御 注 意 下さ い 。 

投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下 
SW 

1. 論文 は 和文 原 閉 と し , 原稿 用 紙 に 横 
=, 常用 漢字 を 用 い , 図 及び 表 を 含め て 刷 上 
) RAE UC 10K (7.5 84 v } ESC) 
以内 と する 。 

2. 図 は 白紙 又は BALM OBR 


Wed! Vee PAO oees K key WPA ole 
1/3 な ど に 縮図 する に 適する よう に 文字 や 
記号 を 大 きく 書く こと 。 図 の 数 は 出来 る だ 
け 少 な くす る こと 。 3. 引用 文献 は 脚 誕 と 
し て 頁 毎 に その 下 に 附 記 する こと (eS, 
掲載 誌 又は 単行 書名 , 巻 , 頁 , 年 )。 4.8 
文 要 約 を 附 す る 場合 に は 完全 な 英文 と し , 
之 を タイ プラ イト する こと 。 BO sR 
を 原稿 に 指示 する こと 。 但し 費用 は 著者 の 
BRETS 6. 投稿 論文 は 受 附 け 順 に 印 
RIS SB, 本 誌 の 発行 が 隔月 で ある 次 , な る 
べく 内 容 に 種々 の も の を 入れ た い の で , MH 
ず し も この 順に 依ら な い 場 合 が ある 。 
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FSIS METH BSW ORBLE TORMBIC OU T* 
(Sk BK D BFF — 2) 


On the iron ore and associated deposits of the Asari Mine, 
environs ot Otaru City, Hokkaido. 


A 町 北 一 郎 (Hokuichiro Omachi)** 


Abstract : The iron deposits of the Asari mine, located about 15km 

south of Otaru city, Shiribeshi province, Hokkaido, are of hydrothermal 
. Origin. 

In this area liparitic tuff and green tuff breccia sediments of the 
Miocene formation have been intruded by liparite and andesite, and later 
covered by flows of andesite lava. 

The iron ores are generally irregular, massive deposits within the lipari- 
tic tuff and liparite. These ore bodies consist of brown iron ore and some 
blackish iron ore. 

Ore and associated minerals are quartz, goethite, lepidocrosite, limo- 
nite and pyrite. The blackish iron ore is bluish black, and gives a reddish 
black streak. 

In polished section, this iron ore consists of the zonal concentric tex- 
ture of goethite and lepidocrosite. 

It’s x-ray powder pattern is very similar goethite and hydrohematite 
(turite), but the thermal] diffzrential analysis shows mixed characters of 
goethite and lepidocrosite. 


1. 縮 =f 
従来 本 邦 の 神 鉄 鉄鉱 床 に つい て の 研究 は 多く の 人 々 に よ つ て な され て きた が , D2 それ 
ら は 主として 産 状 と 不要 成分 と し て 入 つ て くる ;, AY, BRUCE SDVOSB, 
人 石 鉱物 の 組織 と 性 質 に つい て の 研究 は 全く な いと いつ て も よい 状態 で あつ た 。 BOE, [A 
正夫 3), 南部 松 夫 や に よる 日 本 産 神 鉄 鉄 の 鉄 物 学 的 研究 が 行なわ れ , と くに , 硫化 鉱 及 び 


* 日 本 地質 学会 , 北海 道 支部 例会 講演 , 1955, 11 月 . 

** 工業 技術 院 地質 調査 所 鉄 床 部 

1) 鉱物 新 活 用 委員 会 編 : 神 鉄 鉄 鉄 床 に と も な う カ リ , BRUM, 1~161, 1953. 
2) 小 出 博 : 宰 鉄 鉄 地球 科学 , 13, 12~18, 1953. 

3) 向 正夫 : 沼 鉄 鉄 に 関す る 研究 (第 1 報 ), (第 2 報 ), AAG, 66, 123~128, 
202~207, 1950. 

4) 南部 松 夫 : 日 本 産 褐 鉄 鉄 の 鉱物 学 的 研究 , RIKER UW, 35~ 
66, 1955. 


44 GD Bk RF 


ILS OBEGMLO BEI OV COMMA HII LO, 多 く の 問 題 が 明らか に され た 。 こ 
れ に よう つて る 神 鉄 久 鉄 床 に つい て 成因 的 に 再 検 討 し て みる と 色々 な 問題 が ある こと が わ 
WD 

従来 褐 鉄 銭 は 水 酸 化 第 二 鉄 で Fe。O。 ・n 了 HO で 表わさ れ て いた が , 最近 は goethite 
( 針 鉄 鉄 ) 及び lepidocrosite (MEG) MD monohydrate の み が 結 品 録 物 を つく り , 他 
は 非 唱 質 で monohydrate と 吸着 水 (absorbed water) 及び 毛管 水 (cappillary water) 
の 混合 物 で , LOM, 石灰 及び 苦 十 の 炭酸 塩 , 水 酸 化 栗生 類 ) マン ガン , A HR, 
カリ , 克 素 及び 有機 物 等 の 不純 物 を 含有 する も の と 見 な され る に 至 つ た 。 然し その ふく ま 
れ て いる 形 に つい て は 未だ 十分 に 明らか に され て いな い 。 又 神 鉄鉱 々 床 の 成 因 に つい て 
は , 鉄 泉 沈 涯 に よる も の で その 生成 過程 が 鉄 バ ク テ リ ヤマ の 作用 に 関係 する も の , 或 は 硫化 
金属 鈴 床 の 酸化 帯 に 生じ た ャ ケ と し て 発達 する も の 等 に 帰せ られ て いる が , 今回 の 調査 を 
行 つ た 朝里 鉄山 の 鉄 鉄 床 は 従来 の 神 鉄 久 々 床 と 異な り , 熟 水深 液 か ら 初 生 的 に 上 品 出 され た 
結晶 質 酸 化 鉄 鉄 で , 針 鉄 鉄 と 若干 の 鱗 鉄 鉱 , 加水 赤 鉄 鉄 の みか ら な る と 導 え られ る の で , 
その 産 状 と 録 石 鉱物 の 性 質 に つい て , こ ゝ に 報告 する 。 


2. 一 般 地 質 鉱床 の 概略 と 産 状 
朝里 鉱山 は 北海 道後 志 国 小橋 市 張 確 町 に あぁ つて , FLUSHES, FECT ER (国鉄 バス ) し , 
これ より 南西 に 約 600m 位 の 丘陵 地 に 位置 する (第 ! 図 )。 
鉱床 附近 の 一 般 地 質 に つい て は 杉本 良 
第 1 図 朝里 鉱山 の 位置 図 +h) に よ ょ つて 鐵 画 図 幅 と し て 詳細 に 調 
=~ # SH CWS (FB 2 Bl) o 
SKIR OBERE K 7TH OVS HH AO 
Peirce << THALBR SN CWSB 
BRVURKBE CHOC, He ME PE 
で は 粘土 化 作 用 , 黄 鉄鉱 化 作 用 を うけ 
Tox PRK RU DARE SB. 
られ , 更に これ ら を 整合 的 に お お う 小 
REA) ST SLOSS L ow) 
石英 粗 面 岩 類 の 発達 が み ら れ , 次 いで 
不 整 合 に お お う 鮮 新 世 の 鳥 帽 子 岳 実 山 
岩 質 集 塊 岩 層 ( 張 確 層 群 ) が 発達 する 。 
鉱床 の 周辺 部 は 実 山 岩 質 集 塊 岩 に し 
て , 下部 に は 泥岩 を と も な つて いる 。 叉 鉱山 の 東部 に 発達 する 石倉 山 類 岩 流 ( 複 殖 石 安 山 
岩 ) は , これ ら の 地層 を お お つて 分 布 し て いる 。 
現在 みな られ る 鉄鉱 床 は 逆川 石英 粗 面 岩 類 (石英 粗 面 岩 及 び 流 紋 岩 質 北 灰 岩 ) 中 に 肥 胎 し 
© > 不 規則 脈 状 ~ 塊 状 を 呈す る 熱 水性 交代 鍼 床 と 考え られ , 地表 に 近い と ころ で は , BH 
BARE TOTW So 次 に 稼 行 され て いる 鉄 床 群 は 本 鉄 床 (1 号 , 2 号 , 3) 2 BE eREE (1 
号 , 2 号 ) DAT, 他 に 仏 の 沢 鉱床 ( 寺 内 堀 ) が ある 。 こ の 他 に 本 鉱床 と 裏山 鍼 床 を むす ぶ , 
N30” 紀 方向 に 沿 つ て 多く の 転石 及び 露頭 が 発見 され て いる 。 


1) 杉本 良 也 : 銭函 図 幅 説明 書 (547 1), 北海 道 開発 庁 , 1953. 
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第 2 図 朝里 鉄山 附近 の 地質 図 
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(主として 杉本 良 也 に よ ょ る) 


ASE (63M) ORBEA THEM AIOE SL (, 灰 黄 白色 で 肉眼 的 に は や 
> リ ソ イ ダイ ト 質 で 稀 れ に 0.3cm 大 の 石英 の 斑 卓 が みち られ る が , BiG CAELLT 
MDE OBER ROTTS. 次 に 鉄 鉄 床 は , 第 3 図 で も る わか る 様 に , N30°W, SW 70 
~80° の 小 断 層 に 治 つ て や ゝ 脈 状 を な し て 生成 され た よう で , 下 上 盤 に 沿 つ て 淡 青 紫色 を 量 
する 六 雲 母 質 粘 土 の 発 達 を みる 。 と くに 地表 に 近い 部 分 で は 第 4 図 の 如く , 表土 中 に 転石 
状 を な し て , KE 0.60~0.50~0.30m 位 の 塊状 の 鉄 鉄 石 と な つて 産出 する 。 

裏山 鉄 床 の 母 岩 は AGAR LP > CLAY, 流 理 構造 の 頭 著 な BAL ite tls 
で , FERRE 3, 局部 的 に は 粘 圭 化 作 用 の 行わ れ た も の も み ら れ る 。 こ の 流 理 構造 を 
示す 部 分 を よく 観察 する と , 第 5 図 の 如く , 流 理 構造 に 沿 つ て , 黄 鉄 鉱 の 濃 集 せる 部 分 が パ 
y Fk (4~8cm 大 ) を な し , その 周辺 部 が 少 次 宰 鉄 鉄 化し , 所 調 zone by zone OH IRie 
両者 の 生成 を みる こと は 興味 ある こと で , この よう な 流 理 構造 に 対し て , PART SAN 
列 万 ~ 割 れ 目 に 治っ つて は 黒 青色 の 金属 光沢 を 有する 氏 乳 石 状 の 酸化 鉄鉱 が 発達 し て いる 。 

と くに 第 5 MD © OSD (289 FIGURE) (OWT この 部 分 を と くに 鏡 下 で 観察 


at 
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第 3 図 BBS, 本 鉄 床 の 鉱床 地質 図 


(1) 鉄鉱 床 , (2) 粘土 化 せ る 部 分 , 
(3) 和 母 岩 (石英 粗 面 岩 ), (4) 断層 


第 5 図形 里 鉄山 , BELGE, 1a BKPS 
の 地 素 近く に 於 ける 産 状 


(1) 酸化 鉄 鉄 , (2) 硫化 鉄 鉄 の パッ ツチ, 
(3) 福 鉄 鉱 化 せる 部 分 , (4) 流 紋 岩 質 
凝灰岩 (模式 図 ) 


SAM RBS, 本 鉱床 の 地表 部 
に 於 ける 産 状 


(1) 石英 粗 面 岩 , (2) 酸化 鉄 鉄 石 
(模式 図 ) 


する と , 第 6 図 の 模式 図 の 如く に な つて 
いる 。 Bil BBRGA ASA EGR GAL (FEGKGK) 
する 過程 が み ら れ る 。 これ は 流 紋 岩 質 北 
灰 岩 中 に 黄 鉄 鉄 の 鉱 染 せる 部 分 が 局部 的 
に 福 鉄 鉱 化し た も の で ある と 考え られ る 。 
この よう な 道 状 は 2 次 的 な 変質 を 示す る も 
DC, 初生 的 な 酸化 鉄 鉄 は 前 述 せ る 如く , 
PRERT ACKER OMDE DOCS 
ale Gog 

AGRE Clk DOE AVL CHER PER 
は み ら れ ず , むし ろ 初生 的 な 酸化 鉄 鉄 が 
小 塊状 を な し て 束 土 中 に み ら れ る 。 

この よう な 産 状 は 北海 道 の 鉄 鉄 床 で は 
珍 ら し く , 鉄鉱 床 の 成 因 及 鉄 石 の 性 質 に 
つい て る も 注目 すべ きも の が ある 。 MSS 
床 及 鉄 石 の 産 状 か らし て , 本 鉱床 及 裏山 
鉱床 の 鉄 鉄 石 は 次 の 2 種類 に わけ られ る 。 


(1) Big OCDE SVK GRE L 7 BRGRGR AS 2 次 的 に 酸化 し て 所 調 宰 鉄 鉄 と な つた も の と , 
(2) 前 述 の よう な 産 状 の 割れ 目 叉 は 小 断 層 に 沿っ つて 初生 的 に 上 品 出 し た と 思わ れる 黒 青 色 , 
金属 光沢 を 有する 樹 枝 状 ~ 鐘 乳 石 状 を 呈す る 酸化 鉄鉱 石 か ら な る も の で ある , RING 
の 鉄鉱 石 が 表土 中 に 転石 状 を な し て 多く 産出 する と ころ を みる と 赴 天 化 残留 鉄 床 の ょ よう 
で あぁ つて , 成因 的 に は 熱 水性 交代 鉄 床 と し て 生成 され た も の より 生じ た と 見 る の が 最も 


適当 で あら う 。 


3. BR AOKBILOwTt 
ARGKIL OASRAS & 0 PEW T SRRERANIUO 5 7 2 種類 に わけ られ る 。 


(4) Tires A 
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第 6 図 BUGGER ASRSREME TZ SASTRY 


> © BILSNRTMEBRKE (粒状 石 黄 ) 


LL, > @ REBICRR (HRMEELETS) に と む 部 分 


LULL 
A 


Hh つっ @ 自 形 を 示す 徴 粒状 黄 鉄 鉄 の 濃 集 せる 部 分 


> @ 黒色 酸化 鉄 鉄 に と む 部 分 

Z| 

| @ 福 色 ~ 赤 色 酸 化 鉄 鉱 ( 裾 鉄 鉄 化 せる も の ) 
っ ② RE (ERIC LORD 


> @ ARG LBD 


> @ 黒色 酸化 鉄 鉄 に た と む 部 分 
っ @ B(LAnRMe eek s 


これ は 肉眼 的 に は KREWE OD? > BERRA C 一 見 する と BA eA 
みえ る けれ ど , 分 析 す る と 鉄分 (Fe) が 少く , EB (Si0,.) 分 の 多い の が 特徴 的 で ある 。 
叉 顕微 鏡 下 で は 黄 赤 補色 の 神 鉄 鉄 と 微粒 (0.01mm) の WRN BAG 構成 され て い 
る 。 こ の よう な 鉱石 は 流 紋 岩 質 凝 灰 岩 或 は 石英 粗 面 岩 中 に 鉄 染 し た 黄 鉄 鉱 が 2 次 的 に 補 鉄 
鉄 化 し て 生成 され た も の で あろ う 。 こ の 種 の 鉄鉱 石 は Fe 30 へ ~459%, SiO。30~259% の 
低 品 位 鉄 に ぞ く す る も の で ある 。 

(0) 黒 青 色 結 品質 鉄 鉄 石 

LAUER EGE TRG AS 2 次 的 に 酸化 し た 部 分 の 割れ 目 及 小 断層 に 治 つ て 初生 
的 に 生成 され る と 思わ れる BIBRA, 一 見 する と 旬 の 如き BREE (第 7 図 , a), 
硬度 は 一 般 の 宰 鉄 鉄 よ り も る 硬く, 条 療 は 黒 赤 公 を 示し , 主として 表土 中 に 転石 状 を な し て 
産出 する 場合 が 多い 。 この 種 の 鉄鉱 石 は 一 般 に 硬質 で 品位 も Fe 56~60%, SiO, 59+ 
EL, 良質 の 鉄鉱 石 で ある 。 

以上 の よう に 大 別 さ れ た 鉄鉱 石 の 中 で も と くに , 黒 青色 結 品 質 鉄 鉱石 は その 産 状 か ちら み 
て る も 成因 上 興味 ある る も の な の で , その 鉄 石 鉱物 学 的 研究 を 行 つ た 。 

(a) 顕微鏡 的 性 折 

この 種 の 鉄 鉄 石 を 透過 顕微 鏡 下 で みる と , 酸化 鉄 録 は 黒色 不透明 の 部 分 を 皇 と し , まれ 
に 石英 の 細 粒 を 交え る こと が ある が , 一 般 に 見 られ る 様 な 赤 礼 色 を 時 する 福 鉄 鉄 は な らち られ 
な か つた 。 次 に 研磨 片 を 反射 顕微 鏡 下 で 観察 する と 針 鉄 鉱 (gaethite) & MGB (lepi- 
docrosite) は 同心 円 的 帯状 組織 を 示し て 発達 し , 特徴 的 な 構造 を 示し て いる (第 7 図 , b) 。 
鱗 鉄 鉄 り の 反射 色 は 灰白色 を 示し , HR NMDA ,, 反射 多 色 性 は 針 鉄 鉄 よ り 


1) 竹内 常 彦 , 南部 松 夫 : 青森 県 安部 城 鉄山 産 鱗 鉄 鉄 に つい て , «SRAM, 2 
165~171, 1955. 
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第 7 図 a. AR RSK PED goethite, lepidocrosite より な る 鉄鉱 石 


(実物 1/4) 


第 7 図 b. 


esethite (gray) と 
(white) の 帯状 組織 
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1) 南部 松 夫 : 前 出 , 1955. 


朝里 鉄山 産 ( 研 魔 片 ) の 
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EG 


2.0896 % Se は 石英 3 o 
Al,Oy 096% を 示す こ 
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の 人 ら な いよ うに 選別 し て 化学 分 析 を 
行 つ た 結 時 は 第 1 HOM CHS, SF 

こ で この 分 析 値 に つい て , 2 OFEDSK 
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県 金剛 産 の 針 鉄 鉱 , 鯉 鉄鉱 , 加水 灰 
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第 i 表 PEE SAL PERRI EGBA (CM PRK 


Total 97.55 99.60 99.27 99.74 
HO) /Fe,O;, 0.21 0.95 0.81 0.39 
OCG: Asari Mine, Ohwani Mine | Kinposan, Ohwani Mine 
Hokkaido Aomori Pre . | Yamanashi Aomori Pref. 
| Pret: 
Analy. Masaichi MON) Matsuo Matsuo Matsuo 
NANBU NANBU NANBU 
Sgr 1955 1955 1955 
ene Goethite Goethite oe Hydrohematite 
& epidocrocite 
Lepidocrocite pseudomorphs 
after pyrite 


9.2496, 及び 11.48% を 示し , 1 Se (4) OKI PE DAA Dok aARGRGK (AH ydrohe- 
matite) は H,O (+) 2.75% を 示し , % H,O0(+)/Fe,0; の 上 比 に 於 て は 朝里 鉄山 産 の 場 
合 0.21 CRE HOMAGE 0.39 を 示し , 他 の 場合 は 0.95, 0.81 (いづ れる も 針 
鉄 鉄 及び 鱗 鉄 鉄 ) を 示す ME 
り 見 て 朝里 鉱山 産 の 黒 青 色 酸 
化 鉄鉱 は 化学 分 析 値 か ら 考え 
Ak, ArkaeGhie SC TS 
事 が 認め られ る 。 
(<) mB 
化学 分 析 に 使用 し た a の と < | 
同様 の 試料 に つい て , 7 
分 析 を 行 つ た 結果 は 第 8 8 rac 
示す 如く で ある 。 試料 は -200 
mesh の も の を 0.5gr 用 い , 温 


第 8 図 北海 道 彰 里 鉄山 産 本 
析 曲 線 


ie {t HBR GEO 7s EAI 分 


re 


ETA 


J{00 200 300 400 500 600 1700 
BIL BH NOC EARL om 
た が , その 結果 320°C OM | nn EE CHO) 


Tr WBE — 71 鱗 鉄 鉱 の 結 品 
1) 南部 松 夫 : 前 出 , 1955. 


50 SK Gh OR A = ab 


KOBE IEC DOCHY, 叉 360°C* OBAMA —7 it 針 鉄 鉄 の 吸熱 反応 に よる 
も の と 療 え られ る 。 この よう に 氷 差 熱 分 析 に て 結晶 水 の 離 脱 に 伴う 吸着 ピー ク の 三重 型 
は 針 鉄 釣 と 鱗 鉄 鉄 の 共存 する た めで , 南部 松 夫 り の 研究 に よる 福島 県 野木 沢村 塩沢 産 の 針 
eek, we Gk DASAMSA COB. 又 鱗 鉄 鉄 の 発熱 ビー ク と し て 特徴 的 で ある 
450°C が 存在 し な い の は , 南部 松 夫 に よる と 鱗 鉄 鉄 の 混入 する 量 比 で そ で は る の で は な いか 
と 考え られ て いる 。 叉 この 他 に その 鉱物 の 結晶 度 の 如何 に よ つ て 発熱 ピー ク を 示さ な い 
こと も ある と いわ れ て いる 。 し か し 本 試料 に つい て は 反射 顕微 鏡 下 の 構造 と 合せ て 考え る 
& BGR LEGER OIE LID OCHS LHRH 

(d) X 線 粉末 写真 

上 述 と 同様 の 試料 に つい て X 線 粉末 写真 を 撮影 し た 。 その 結果 か らし て 和 事 折 線 の 面 間 
距離 及び その 強度 を 求め た も の が , 第 2 表 及 び 第 9 図 で ある 。 この 表 か ら み て も わか る 
hae, 針 鉄 鉱 と 若干 の 赤 鉄 鉱 の 廻 折線 が み ら れ , 鱗 鉄 鉱 の 存在 は 認め られ な か つた 。 


第 9 図 朝里 鉱 川 産 酸化 鉄鉱 の X 線 粉末 写真 (Fe Ke) 


以上 の 物理 ・ 化 学 的 研究 結果 に つい て 吟味 する と , 先 づ 化学 組成 に つい て は 針 鉄 鉄 の 一 
般 式 を -Fe,O,-H,O(HFeO,) で 示し , 鱗 鉄 鈴 は Y-Fe,O,-H,O (FeO(OH)) cH 
され て いる 。 そ し て 夫々 の 化学 分 析 理 論 値 は Fe。O。=89.8696, H,O=10.14% と な つて 
いる 。 し か る に 朝里 鉱山 産 の 場合 は 分 析 値 か ら み る と H,O(+)=2.1296 で 所 調 加 水 赤 鉄 
鉄 と いわ れる も の に ぞ く す る か も し れ な い 。 と ころ が 加水 赤 鉄 鉄 (hydrohematite) に つ 
VW CLARA BRE OE, €O—jeKs Fe.O,-1/2H,0 EL CREANZOMRE 
は 赤 鉄 鉱 と 針 鉄 鉄 の 混合 物 で ある と いわ れ て いる 。 そ こ で この hydrohematite (turite) 
に つい て 報告 され て いる の は L. J. Spencer?) の 研究 で 英国 の Nova Scotia 産 の turi- 
te は 黒色 鉱物 で 亜 金属 光沢 を 有 し , 条 疲 は 黒 赤色 で 放射 状 ~ 同 心 F 


DBR & OS Ors 硬 
い , 光沢 ある 乳頭 状 ~ 覧 蔵 状 と し て 産出 し , -& < SDI ARGRGK (turite) と MBgRER (1i- 


monite) と 比較 する と 如水 赤 鉄 鉄 は 繊維 状 叉 は 放射 状 構 造 よ り む し ろ , 同心 円 的 構造 を 示 
THERA ERMEL OCS, COED 72 DENR & SES Z BH LGR IL OD AAR LBRO DL 
DOOMPSULNE RICHES LEBER DR He ah ME CPRGK Y Tk ARB oR 
» (Fe,0;=88.409, H,O(+)=0.349%) に 近い も の と 考え られ , 結 品 構造 的 に は 赤 鉄 然 の 
構造 を 有 し , これ に 若干 の 結合 水 を 含む も の を hydrohematite (DUAKARGRBK) & と し た 。 


" 一般に 鱗 鉄 鉄 の 吸熱 反応 は 350°C と いわ れ て いる , MEPGKO MB ps1 390°C 
と 報告 され て いる 。 
1) 南部 松 夫 : 前 出 , 19553. 


29 


4 


) Spencer, L. J. : Mineralogical characters of turile (turgite) and 
other iron ores from Nova Scotia, Min. Mag., 118, 339~348, 1919. 


3) 大 町 北 一 郎 : ACHERESE AGRI O BROKE L ZOSKANZOW T : PROKOP (1) 
鉱山 地質 , 5, 2411247, 1955. 
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第 2 表 朝里 鉄山 産 酸化 鉄 鉄 の X 線 粉末 廻 析 表 


(1) Cay? 3))) (Eye 
a(A) I d(A) I d(A) I d(A) I 
5.009 10 4.22 vs 4.23 s 
4.602 10 : 

4.180 45 3.94 s(b 3.95 t 3.95 
sree (b) m(b) m(b) 
D975 25 3.39 vw SKY w 3.68 vw 
2.766 10 2.98 vw 2.98 vw 
2.697 100 2.71} vs 2.70 Ss itil Vs 
2.580 10 
2.515. | 70 2.46 s(b) 2.44 vs 2852 Ss 
2.439 40 
2.246 10 2.24 vw 
2.198 40 SA Ss 2.18 w 2.20 m 
2.020 10 1393 Ww 
1.865 | 10 
AESSS"|" N30 
1.795 | 10 WO TY 1.80 vw 1.83 Ss 
1.719. | 15 1271 s の Ss 
1.691 70 17837), am ; 
1.636'} 10 | WES wien ve 
1.600 20 1.60 | m 1.60 Vw 1.59 Sy 
{063 | 15 £255) (| -s aes || aaa 
1.509 | 10 1.50 w 1.50 Ww 
1,485 | 25 | 1.48 $ 
1.452 45 1.45 m 1.45 w 1.45 $ 
1.313 20 1.39 Ww 1.39 vw 
1.256 15 1.35 | w(b) 
1.191 15 1.31 UR 1.32 w 1.31 m(b) 
1.164 | 15 1.26 w(b) 1.26 Vw 1025 w 
1.140 15 1.24 vw La vw (b) 
1.103 | 15 1,19 w 1.16 vw(b) 
1.14 Vw 1.14 Vw 
beg bes Ww 1.13 vw 1.14 w(b) 
1.09 vw 1.10 w (b) 
1.05 s(b) 1.05 vw(b) 
1.02 s(b) 1.02 s(b) 1.05 w(b) 
1.01 s(b) 1.01 m(b) 
Fe K, 45kv, Fe K, 35kv, 
10mA, 60min, 6mA, Camera : » cs 
Camera : 114.6) 35mm, Ihr. 
mm 2hr. 
Filter, none. 
Asari mine Ohwani mine Shiozawa Ohwani mine 


Hokkaido Aomori Pref. Fukushima Pref. Aomori Pref. 
Hokuichiro Matsuo NANBU Matsuo NANBU Matsuo NANBU 
OHMACHI 
1955 1955 1955 1955 
Goetnite . | . . 
: : Goethite Goethite Hydrohematite 
Hoos Lepidocrosite 


tite 


eee 


1) 南部 松 夫 : ATHY, 1955. 
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と ころ が 最近 hydrohematite (turite) の 研究 に つい て M.S. TochilinY) の 報告 に よ 
る と , Vikko Lipetsk 産 の hydrohematite に つい て の 未 差 熱 分 析 結 果 は 二 重 型 ビ ー 
ク を 示す も ので, 315°~323°C と 350°~352°C の 2 回 の 吸熱 反 應 が 存在 し , Unis Bt 
gree (goethite) と 加水 針 鉄 伏 (hydrogoethite) の 混合 し た も の で ある と BRL CWS 
が , 一 般 に は 数 種 の 水 酸 化 鉄鉱 (hydrohematite, goethite, hydrogoethite) の 混合 
せる も の で , その 結合 水 を 0<n<1 (Fe,O, -nH,O) の 範囲 に ある も る の を 如水 赤 鉄 鉄 と 
称す る こと に し て いる よう で ある 。 又 南 部 松 夫 *) は 若干 の 附 加 水 を も ち , 或 程度 結晶 度 
が 低く な つた 赤 鉄 鉄 の 変種 と 再 定義 する の が 妥当 で ある と 提 筑 し て いる 。 BARRE 
の 結 品 構造 を も ち , その 結合 水 が 0 <n <4 の 値 を 示す 酸化 鉄 鉄 を 加水 赤 鉄 鉄 と 称す る 
こと に し た い 。 し か し この 結合 水 が ど の よう な 形式 で 結 品 構造 の 中 に 入 つ て いる か が 問 
題 で る る けれ ど , この こと に つい て は 今後 研究 を つづ ける つも り で ある 。 し た が つて 現 段 
階 に 於 て は , 朝里 鉄山 に 産出 する 黒 青 色 結 卓 質 酸化 鉄 鉄 は 反射 頼 微 鏡 に も 又 示 差 熟 分 析 の 
結果 に 於 て も , HRB, 鱗 鉄 鉄 を 主 と よ と す る こと が 明らか に され て いる 。 RL RMR 
CHR, RECOVER A NZO TC, この 酸化 鉄鉱 物 は 針 鉄 鉄 , 鱗 鉄 鉱 , 赤 鉄 鉱 
か ら 構 成 さ れ て いる も の で , この よう に 温 合 し た も の に つい て , M.S.Tochilin が xe 
し て いる よう に turite と する か , 或 は 南部 松 夫 及び 筆者 の 提案 し て いる 如く 赤 鉄 久 の 変 
種 で 若干 の 附 加 水 を も つた も の の み turite (hydrohematite) と 称す る か と いう こと に 
な る が , この 朝里 鉱山 産 の も の に つい て は 3 種類 の 混合 し た KIL HOT, MB 
turite と 称す べき も の で な いと 考え て いる 。 


4. 成因 SR 

朝里 鉄山 の 鉄 鉄 床 は その 産 状 及 鉱石 の 性 質 か ら み て , 先 づ 熱 水深 液 に よ つ て 母 岩 で あぁ る 
流 紋 岩 質 工 灰 岩 の 流 理 構造 に 沿 つ て 鉄 染 し た 黄 鉄 鉄 の 大 部 分 が 酸化 し , 次 いで 初生 的 な 酸 
化 鉄 鉄 と し て , WRORBOAN BRUNA CMH LR EBASGN4ZOM, BE 
EOBAR YG EBT SAREE, この よう に し て 出来 た 鉄 鉄 石 の 一 部 は 崩壊 し 残留 鍼 床 の 即 
く , 表土 中 に 転石 状 を な し て いる CORIMABRUO BAY 1.5km の 段丘 堆積 物 層 
に ある 神 鉄 鉱 鉱床 (銭函 鉱山 や ) と 同種 類 の 讐 床 中 と 考え られ て いた が が, 今回 の 調査 に よ 
つて 多く の 鉄 鉄 床 中 と くに 福 鉄 鉄鉱 床 と 考え られ て いる も の に つい て BBSRILO SKPER 
その 産 状 及 び 鉱 石 の 性 質 に 於 て 著しく こと な つて いる 点 は 興味 深い 。 

叉 この 鉄 床 は 所 請福 鉄 鉄 々 床 と こと な り , 層状 レン ズ 状 を 示す こと な く , 現在 みな られ 
HELA CSAP ARATE BT Dre DEEZ LC, 鉱石 品位 る も 一定 し な い の 氷 
特徴 的 で ある 。 UP LBA の 酸化 鉄 鉄 床 は 硫化 鉄 鉄 床 を と も な い , その 鉄 伝 石 は 
AMAR ARGH (hydrohematite) に し て , や ・ ゝ 細 似 性 と を も つた 成因 を 示す も の と 思わ れる 
が , その 形態 及び 鉱石 の 性 質 は こと な つて いる こと は 欲 床 の 生成 期 の 差異 か 或 は 信 液 の 性 
質 に よる も の で ある か も し れ な い 。 


1) Tochilin, M.S.: Existence of Turgite. Doklady Akad., Nauk SSS. 
R. 81, 75~76, 1951. (Chem. Abst., 46, 6053, 1952) 

2) 南部 松 夫 : ATHY, 1955. 

3) WAR : 前 出 , 1953. 

4) 大 町 北 一郎 : BIHY, 1953. 
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5. 総 5 

朝 星 鉱 山 の 鉄 鉱床 は 新 第 三 紀 (中 新 世 ) OBA PCat SS > 不 規則 状 ~ 塊 
状 を 呈す る 熟 水性 交代 鉱床 と 考え られ る も の で , 地表 に 近い と ころ で は , 残留 鉱床 と な つ 
て いる 。 鉄鉱 石 は 産 状 を 異 に する (1) 黄 福 色 塊状 鉄鉱 石 と (2) 黒 青 色 結 晶 質 鉄 石 に わけ 
られ , (5 MAHER SRR BASLN WR, 化学 分 析 , 示 差 熱 分 析 , X 線 
和 廻 折 等 の 結果 特に (2) の 鉄 石 鉄 物 は 針 鉄 鉱 , 鱗 鉄 鉄 , 加水 赤 鉄 鉄 よ りな る 事 が 判明 し , こ 
れ ら の 酸化 鉄 鉄 は 熱 水深 液 か ら 初 生 的 に 品 出 せる も の で , 従来 この よう な 産 状 を 呈す る る も 
の は 比較 的 まれ で , 最近 南部 松 夫 に よ ょ つて 発表 され た 大 飲 鉄 山 の 鉱 床 に 類似 する も の と 
し て 注目 に 値する も の と 思う 。 又 従 来 新 第 三 紀 層 叉 は 第 四 紀 層 中 に 腺 胎 す る 鉄鉱 床 に つ 
いて , 赤 鉄 鍼 及 び 福 鉄 鉄 と 記載 され て いる も の に つい て も その 成因 及 鉱 石 久 物 の 性 質 等 に 
つい て 再 検 討 す る 必要 が ある と 導 え られ る 。 


本 研究 に 対し て , 色々 と 御 指 導 を 賜 つ た , BREE, 刺 橋 助 薇 授 に 厚く 詩 意 を 表す る 。 
な ほ 又 実験 に 協力 され た 荻原 友 郎 , 針谷 容 の 諸氏 に 感謝 する 。 又 酸 化 鉄 鉄 の 成因 及 資 料 
に つい て 御 助 言 を いた だ いた 東北 大 学 南部 松 夫 助 才 授 に 深謝 する 。 な ほ 本 研究 の 一 部 は 
文部 省 科 学研 究 費 に よ ょ つて 行わ れ た も の で ある こと を 附 記 する 。 (本 論文 提出 後 筆者 は 工 
業 技術 院 地質 調査 所 鉄 床 部 に 転出 す ) 


Bin 母 ZO 研究 ( 第 1 報 ) 


新庄 僧 地 北 線 部 の 主 と し て 最上 層 群 中 に 発達 する 
海 成 油 母 岩 層 に つい て (その 2) 


Studies on the resource-rocks of petroleum (lst report). 


(Chiefly on the Mogami group developed in the northern margin 
of the Shinjo basin, Yamagata Prefecture (2)) 


加 jf # 雄 (Iwao Kato)* 
阿 部 IE # (Masahiro Abe)* 


1. 酒母 岩 の 無機 成分 塩 根 川 ルー ト に つい て 
(1) Sampling 及び 試料 の 調整 BMI RORB) MRARD 5 ERO Ba 1\ 
But, AYE, 旧 及 位 (Kyu-Nozoki) を 経て 及 位 (Nozoki) に 至る まで の 間 ( 塩 根 川 ルー 
ト ) に , Bw ZL CRANE TP IIMS れる 一 連 の 油 母 岩 相 の 累積 状態 は , 前 報告 り 
第 2 図 a&, b に みる 通り で あぁ る 。 こ の 柱状 断面 図 に 基 い て, AB 5 Belch CE 
達する 黒色 泥岩 , BR} BOBRERRLK FABRA SUB OSERRS 


* ALK BE BRR PES 
1) 加藤 毅雄 , 阿部 正宏 : BH, 40, 169~177, 昭 31. 
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HH  RALAGOAN — } CRE 460m AY (RABRIEER<) で ある の で , BR SOA 
程度 に 相当 する 110 箇 の 試料 を 得 た 。 

LOB - RMI, 全体 と し て 極め て 緩い 単 斜 構造 と みれ ば, 実際 に は 之 に 相当 する 
水平 的 距離 の 聞 の 試料 と な る が , 一 店 これ を 塩 根 川 ルー ト と し て の 垂直 (true thickness) 
AYER UML CT, 図 上 に 示し た 65 箇所 の 露頭 か ら 探 取 し た 試料 の 中 より 110 箇 が 
選ば れ た も の で ある 。 これら の 試料 に つい て , 前 報告 で 述べ た 江 灰 岩 類 の 場合 と 同様 の 注 
意 を 以 て , 試料 の 調整 並び に 予備 実験 を 行い , 同じ 発光 条件 の 下 で 操作 し た 。 特 に 鑑 頭 で 
PAAR AY Vc PARE VCR BUM SES BRIO Cd, 同一 層 準 の も の で る 数 個 の 試料 に つい て 予備 
実験 を 行い , その 結果 に 基 い て 適切 な 試料 の 調整 を 行 つ た 。 

(2) THR ACBL 5 SU BREMCBS -BORMBAO PS OMEN 
166 箇 の 試料 の 中 , この 間 に 関 係 す る 凝灰岩 及び 火山 岩 類 56 箇 の 無機 成分 に つい て は , 前 
報告 第 1 表 に 示し た が , 黒色 泥岩 , 硬質 シル ト 岩 等 の 油 母 岩 に つい て 今回 行 つ た 実験 の 結 
果 は 次 の 如く で ある 。 

検出 され た 元素 は Al, B, Ba, C, Ca, Cr, Cu, Fe, K, Mg, Mn, Na, Fb, Si, Sr, 
Ti の 16HHCHS, LOHCBLE CLURREMPICLPETAZOC, 前 回 と 同様 に 
一 雇 こ れ を 保留 すれ ば , 皇 元 素 と し て は Si, Al, Fe, Ca, Mg, Na, K の 7 元素 , HE 
HEL Cli Ba, Cr, Cu, Mn, Pb, Sr, 11D 77tOMASNSZ,. “HE ORE 
に つい て の 検出 結果 は 第 } 表 , 第 2 表 及 び 第 3 表 に 示し た 。 検出 され た 元素 の 種 数 は , 
凝灰岩 及び 火山 岩 類 の 場合 に 比べ て 少な い が , 何れ の 場合 で も V (vanadium) な どの 検 
出 に つい て は , 技術 的 に は 未だ 疑問 が あぁ ある の で 一 応 保留 し , 確実 に 検出 され た 上 記 の 7 元 
素 に 止め た 。 引 続き 取扱 う 予 定 で ある 原油 の それ に つい て は , これ ら の 特殊 元素 が , その 
生成 起源 と も 関連 する ! り こと が 考え られ る 重要 な 微量 元素 で も ある の で , 後日 発光 条件 を 
ZER THEAARE MRA Tev>o 

1 RUA? 表 は 釜 油 橋 附近 より 上 流 側 及 位 に 至る 間 の も の で , WHA LR 
Ogee Ka より 基底 部 の Ky に 至る 問 を 示し 後者 は その 下位 に 続く 草 苺 層 , Se 
の も の で ある 。 第 3 RIB LY PHS, 古 口 層 上 限 よ り そ の 基底 部 の 氏 層 Ky’ を 
EC, 恐らく は 剤 雑 層 相 当 層 に 関係 する 安山岩 体 Kb 及び その 下位 の 緑色 凝灰岩 まで の 
問 の も の で あぁ る 。 これ ら の 油 琶 岩 相 中 に 挟 在 する 凝灰岩 類 そ の 他 の 火山 岩 類 に 関し て 
は , REO BCH ST AMMAN OE CHA L to 


2. 分 析 結 果 の 考察 一 徴 量 成分 の 垂直 的 分 布 
検出 され た 微量 元素 Ba, Sr, Cr, Cu, Pb, Mn, Ti の 中 で , Ba, Sr, Cu, Mn, Tio 


1) Bonham, L.C.: Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 40, 897~908, 1956. 
Karchmer, J. H. & Gunn, E.L. : Anal. Chem., 24, 1733~1741, 1952. 
Milner, O. J.: Anal. Chem., 24, 1928~1932, 1952. 

2) 前 報告 第 2 図 a ORBES 12 より 42 FC, Kats SHse WBE, Ky 
VT BU BE A EK Bo 

3) 前 報告 第 2 図 a, b の 露頭 番号 35 よ り 6 まで 。 この 問 に 旧 及 位 附 近 の 鍵 層 Kz— 
ik ELK FI — & RE 

4) 前 報告 第 2 図 a OMIABS 124 0, 塩 根 川 と 春木 川 と の 合流 点 番 号 7%. Kb 
は 安山岩 Koy’ Vit Sa IY BRC BEE 


KB Re 
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BIR BABOMRMA (Beis THMBMES 12GB Ka 下位 より , 


塩 根 川上 流 の 八 敷 代 合 流 点 を 経て 赴 頭 番号 10, 42 の 鍵 層 Ky まで ) 


(eek, ek, *, *?, 2 の 順に 少量 ) 


Rocks SB ES Co GT 
Ad.Ag. een aCe 4x 2 
aa Aes ek eer 
Mudstone | ** ** 
2 * * 
uw ** ** 
| 4 * * 
| Tuff cou Vea es 
Tuff ip Es ** 
Tuff ak ** 
Tuff ee 7 Fae 
Tuff eae eR 
| Mudstone | ** * 
Tuff oe Se ** 
Mudstcne | ** sk * 
1 ** *x 2 
Siltstone ネネ * x 
Mudstone | ** *x % 
u * * 3 
Wy * * 
a ** ** 
" | ee ネ * 
/ | * * 
y x ** 
Tuff Per ** *? 
Tuff * eK 
Tuff AK * 
Tuff pS ネネ 
Tuff Kx ? ** 
Tuft 7 *&% 
* * 
| Tuff ek ** "4 
Tuff De  * * 
Mudstone | «x * 
i * #* 
WY * * 
7 ** ネネ 26 
| Tuft ** 
| Mudstone | *** we fe 
" * * 1 
"7 ** ネ * 
2 * * 2 
" ** に ? 
u" **K ** i 
a ** ** * 
wr * ** 
yt * RK * 
4 RK EK * 
a ** ** 2 
wt ** ** * 
2 **K * * 


Ni 


* 


NO VN weve 


Cas RD =Sn¥Zn- Min er OP 
aK * * kk 
* * Hk RR ok 
*? * * 
eae, * * 
*? * * 
*? x * 
* * ke OER OK 
* * * + RK * 
* * * ex 
* * * ¥kK  O* 
* * * nS 
*? * * 
* A * *k | \ 
*? kk OX 
*? sok OX 
*? wk 
*? REO 
sale * * 
* * * 
care HEE * 
ag kK 
eee eR OX 
cay KA OK 
* * * * * 
* * * * * * 
** * * * * 
* * eK kk * * 
ポ * * * * 
* * * * * 
*? *  * 
* * eK OK * 
* * KK ORK 
roy kk 
ride ee OF 
*? KO 
*? KF 
* * eK OK * 
le we Ok 
cate KOO 
*? eK Ox 
*? ee OK 
*°? kK 
*? KO 
*? * * 
*? KO 
sate eR OK 
*? KF 
*? #k OF 
*? KO 
*? KO 
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No. Rocks Baws osc (Co. Cr, Nt Cu Ep 7 om o2u avin. TE 
33 | Mudstone | ** * * ie pees 

55 ” * * *? KO Ox 

74 ” * * pent *kK 

75 | Luft ee * eo ke * EE 4K OK 
76 | Mudstone | #xx eK *? ポー \ 

Th ” 4K * *? es 

78 ” kK #kK *? Te 

79 " KK #kk ? *? Kx 

80 " #RK #EK ?. *? CT ar} 

81 " KK 4K x? ee x 

82 ” #K #K x? KK x 

83 " 36k ** *? * * 

96 4 ek ** *? * x 

97 i ** * *? * e 

90 " 4k ** *? *? RK  * 

91 ” ek 4k *? *? *EK x 

98a| Tuff K 2 #x x x * 5. : 
98b tur} Yee 9 Re * * * ee 


5 元素 は 何れ の 試料 に も 共通 し て 現われ る 。Cr は 処 々 に 検出 され , また Fb は 極め て 稀 で 
ある 。 ま た Cu と Ti は 全 試 料 に 共通 し て 検出 され る が , 殆ど 目 で 見 て その 差 が 認め ら 
NEW BT SCR BOWE, 全般 的 に 共通 し て 比較 (有意 差 ) の 対象 と な る る も の は Ba, 
Sr 及び Mn の 3 元素 で , その 外 に Cr が 選択 的 に 集中 し て いる こと が 第 1 表 か ら 通 覧 さ 
れる 。 

次 に 各 元素 に つい て の 一 店 の 垂直 的 変化 を , この 間 に 兵 在 す る 凝灰岩 類 と 併せ て 吟味 
すれ ば 次 の 様 で ある 。 

1) Ba は 鍵 層 Ky を 境 と し て 上 位 層 に 濃い スペ クト ル 線 を 表 は し , 特に Kv 2 750 
奨 灰 岩 の 聞 が 著しく 強く 現 出 し て いる 。 Ky より 下位 層 で は 一 般 に 上 位 層 に 比べ て 淡い ス 
ペク トル 線 で , 最 下 部 の 金山 層 が 再び 僅か に 濃く な つて いる よう に 認め られ る 。 

2) Sr は Ky を 境 と し て , Ba と 同様 に た 上位 の 古 日 層 に 濃く , 下位 に 淡い スペ クト ル 
線 を 示し , 草 雑 層 の 下位 に 濃く 金山 層 の 上 限 の 鍵 層 氏 z 附近 で 再び 淡い スペ クト ル 線 に 
変化 し て いる 。 Ba, Sr 何れ も Ky を 境 と し て その 上 位 に 濃く 下位 に 淡い スペ クト ル 線 を 
AL, 且つ 75 と Ky の 間 の 試料 に 濃い スペ クト ル 線 を 認め る 。 ま た Ba CME BI 
ん ど 変 化 が み ら れ な い が , Sr で は 下位 に 濃く な つて いる 傾向 が あぁ る 。 凝灰岩 類 に つい て 
は , 油 芯 岩 程 上 下 の 差 は 認め ち れ な い が , Ba, Sr 共に 油 母 岩 類 と は 相反 し て Ky を 境 と 
し て 下位 に 濃い スペ クト ル 線 を 示し て いる よう に 認め られ る 。 

3) Mn は Ky を 境 と し て 上 位 に 濃く , 下位 に 淡く 認め られ る が 北 灰 岩 類 で は 送 に 下 
位 に 渡 く 上 位 に 淡い 傾向 が み ら れ , Ba, Sr と 同様 に 送 の 傾向 を 示し て いる 。 

4) Cr は 処 々 に 検出 され , 一 般 的 な 傾向 は 認め 難い が , 一 座 選 択 的 に 或 層 準 に 集中 し 
て いる 。 引 灰 岩 の 場 合 も 明瞭 な 傾向 は 認め 難い が , Cr OAMBUR CHEFS 2 LIZ, 
Co 及び Ni と 共存 する 場合 が 多い 。 従 つて 油 母 岩 の 場合 に Cr の み の 単 独 の 存在 が 装 し 
い 特 徴 と し て 注目 され る 。 

5) Ti low CR Cs, 古 唱 層 上 部 に 濃い スペ クト ル 線 の 集中 が 認め られ る が , 


OH RK 


第 2 表 BH ERUSWBOMRMD (BIRGS 40,42 OF 
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fe Ky の 下位 より 塩 


根 川 上 流 の 旧 及 位 橋 附 近 の 露頭 番号 62, 63 の 鍵 層 Kz を 経て 及 位 部 落 の 霞 頭 番号 66 


$= CORR) 
No. Rocks ig), lis Sie WC, Cie ANG, SIN Syn Ai Wray AT 1 
99 Mudstone | * * i *? kK \ 
101 uv ネネ * *? *? SAS 3 
92 u ** ** fe Pa es RK Ok 
93) Tuff eK * * * * * 
94 Mudstone | ** * * *? *K x 
100 yn aK * ey *? ee yp 
95 ” * * <2, *? * & 
102) 2 * * の x? * 
SZ * x *? *? * * 
84 2 * * % *? * * 
88 a * * an * * 
85 1 * ¥* *? * & 
104 Siltstone * * x? Be Mg 
89 Mudstone | * * *? * ey 
103 1 ** * *? * ie 
86) Siltstone * * *? * 
105| Tuff OF RIED ETS ERs * * ee Ok HK kkk 
106) Mudstone | * * *? * * 
108) Tuff の eee x * * By 
110; Mudstone | ** * *? it * 
111] a KK ネネ * *? * * 
113) Tuff *x eK * * HK x * 
116) Mudstone | *** kK ea * * 
117) Tuff ネネ * ** * * HP ACHE arse * 
119| Tuff * x ネネ * * * eR * 
124) Mudstone | ** * *? *  * 
125 2 | * * ee * x 
126 y * * *? * \ 
142 2 * * ** aa * * 
143 2 * ネネ 人 KK x 
144 it * * * * We * * 
127 a | ネネ ネネ * ay * & 
145) Siltstone | * ** * * * * 
146 2 * ** * *? * * 
147| Mudstone | * 4% * * * * 
120) Tuff *K OK *k * 4 O* ** ネネ wR ORR OK 
121} Mudstone | * * a *? *  * 
123 a x x * *? * * 
122 a ** * * 7 * * 
133 2 * #E * *°? * # 
135) Tuff KF eK ee *  * WEE ahaa 
136) Mudstone | * ** +? a 
137 A * ** *? * * 
139 1 ** #K *? * * 
131 2 * ** *? * * 
148 a * 4% * *°? * * 
128 2 * eK * *? * * 
129 7 * eK 2 cae * * 
130 2 * eK * *? * * 
132; 7 * He * *? * * 
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No. Rocks Batti Sr ~Co “Cr “Ni "Cu PBS SZ Mn in 2 
140} Mudstone | * RK * le * x 
141 " * * * *? * * 
149 Tuff EK #EK * * kek ー ネ 
15C Tu の 放水 ポ ** * * k oR OK * 
157} Tuff eek 2 RK * * KOK * 
158| Tf. siltstone| * * * *? * * 
159 ” #k ** seas? * * 
160) Shale * * *? * 5 
161 Tf. siltstone] ** * *? * * 
162) Tuff ** eK * * KK OKO 
163) Mudstone | ** 4% ** *? KE 
164, eK ek #? pee § 
165 ” * * *? * * 


第 3 表 GOBLUVRUBORRKD ( 釜 油 橋 下流 側 の 露頭 番号 12 よ り 塩 根 川 
の 下流 春木 川 と の 合流 点 の 赴 頭 番号 7 の 安山岩 Kb RUTUORKABE E COR) 


No. Rocks ISEy MEA Gye Co, Cr) Nie Cus ESR ZT NL en eens 
12 | Tuff} Kx 4k 1 BY 83g * * * * 
13 | Mudstone ** ** cet * * 

14 it OK ネネ * *°? * * 
155) Dutt ee 2 eee Ok * * kk x EK RK Ok 
17 | Mudstone * +8 he * 7. * * 
18 1 * *x e? *? * * 
4 | Tuff Ky? | OES * * * EKOOO& 
|) absense ek * * ee Se 
5 | Mudstone #4 * *? aeOOx 
6 a 4k 4k *? Hee! ae 
1) And.) w ** * * sk 
2 | Kb ek * * Sex 
fot || “Padang *x ** ee * KOK OF 


油 母 岩 に 於 て は 殆 ん ど そ の 差 が 認め ちら れ な い 。 


3. 和 袖 量 無機 成分 に よる 岩 相 解 析 の 効果 
今回 実験 を 試み た 各 試 料 の 岩 質 に つい て は 豆 で は 省略 し た が , 一 般 に 古 日 層 の も の は 
悪 灰色 塊状 の 泥岩 , 草 雑 層 の も の は 硬質 板 状 の シル ト 岩 及び 黒色 泥岩 か ら な り , 金山 層 で 
は 灰色 江 灰 質 シ ルト 岩 乃 至 硬 質 奨 灰 質 泥岩 に よ つ て 代表 され る 。 然し な が ら 以上 の 各層 
は 瓦 に 清 移 関係 に あり , 本 ルー ト で は この 間 に 挟 在 す る 特徴 的 な 凝灰岩 の 鍵 層 群 を 以 て 層 
区 分 の 根拠 と し た 。 東北 日 本 油田 第 三 紀 層 に 共通 し て 発達 する 油 母 岩 相 を 代 豆 する 般 川 
剛 時 色 頁岩 相 及 び 女 川 層 硬 質 頁 岩 相 に 対し て , 本 地域 の 古 口 層 有 及び BBY ons ee 


1) 本 ルー ト で は 草 雅 層 の 下位 に 発達 する 凝灰岩 相 を 以 て 金山 層 と し た が , 中 田 ・ 金 
Ly» FRE) (者 木川 ・ 大 石川 ・ 板 橋 ヤ レー ト ) で は 後者 が 著しく 膨大 し , 且つ これ に 
続く 遂 灰 岩 相 が 前 者 に 交錯 し つ ゝ 遂に その 大 半 を 北 灰 岩 相 で 置き 換え て いる こと が 明 
か に され て 来 た 。 従 つ て 金山 層 の 従来 の 対比 上 の 扱い 方 に つい て る 問題 を 生じ て 来 て 
いる が , これ に つい て 更 め て 別に 報告 する 予定 で ある 。 
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し た 岩 相 層 序 を も つ 系 積 関係 を 示し て いる が , 本 ルー ト を 通じ て 凝 灰 質 若しくは DEO 
泥岩 の 混入 が み ら れ , 従 つ て 全般 的 に は その 全 層 厚 の 閉 し く 少 い 点 と る 併 す て や は り E 
辺 堆 柄 相 と みる べき も の で あら 50 

然し な が ら 新 庄 堆 積 盆 地 北 縁 部 に 於 ける 縁辺 地域 の 中 で は , 少く と も 本 ルー ト が 正規 の 
堆積 岩 に よ つ て 代表 され る 云わ ば 堆積 区 と し て 抽出 され た ルー ト で あり , ZHEB UW 
岩 相 的 対立 を 示し て いる BEER & SBE LC 本 地域 周辺 が 複雑 な 堆積 現象 の 地域 的 対 
立 を な し た 変 局部 で ある こと は 前 に も 述べ た 通り CHS, 

上 記 の よう に 酒母 岩 の 微 量 無機 成分 の 中 に は , その 間 に 挟 在 す る 凝灰岩 類 の それ と の 問 
に それ ら の 累 積 関係 の 中 で 相反 する 傾向 の ある も の が み ら れ る 。 この こと は それ ら の 元 
素 の 分 布 を 単に 上 述 の 堆積 作用 と 火山 作用 と の 機械 的 な 相互 反映 の み に 期待 する こと が 
出来 な いこ と を 暗示 し て いる よう で も ある 。 この 点 に 関し て も 続い て 真 蜜 川 町 北東 方 の 
春木 川 ル ー ト 及び 大 石川 ・ 板 橋 レ ー ト な ど で 代 表 さ れる 凝灰岩 区 に つい て , この 種 の 実験 
に つい て の 結果 を 述べ た 上 で , 地域 的 な 検討 を 試み た いと 考 えて いる 。 

何れ に し て る 今回 行 つ た 実験 の 結果 に つい て は , 上 記 の 如く 塩 根 川 ル ー ト に 於 て , HA 
BLRD +4 SUBERCASMCRRT 4—-BOWRNEEBES, その 間 に 挟 在 し て 共 
通し た 岩 質 的 特徴 で まとめ られ る 鍵 層 群 に よ つ て 岩 相 的 に 区 分 され る と 同時 に , これ ら の 
鍵 層 群 が か な り 有 明瞭 に その 徴 量 無機 成分 か ら る も 層 準 毎 に 区 別 す る こと が 出来 る よう で あ 
り , 更に 著しい こと は 特定 の 鍵 層 を 距 て て その 上 位 若 し く は 下位 の 油 母 岩 に 於 て 顕著 な 微 
量 元素 の 分 布 の 変遷 だが み られ る こと で ある 。 こ れ ら の 元素 分 布 の 異動 の 起源 に つい て は , 
未だ 明確 な 解釈 は 出来 な い が , 少く と る 今回 実験 を 試み た 塩 根 川 ルー ト に 於 ける 事実 次 料 
と し て の 垂直 的 な 岩 相 解 析 の 効果 を 指摘 し て お きた い 。 


兵庫 県 中 瀬 輝 安 鉱 床 の 母 岩 変質 に つい て * 


On the metamorphism of the Nakase stibnite ore deposit, 
Hyogo Prefecture. 


iy —F #& 4 (Shimpei Yamashita)** 


1. は U ® le 


BREGK IN AAS MAAIC RT SART VF EVER CHS. BRAT VF EY 
BERRI CORE RERITO CES A PHAKIC OM Tle 1953 年 より 195546 1B 
つて 行 つ て 来 た 。 中 瀬 鉄山 は 兵庫 県 養父 郡 閲 宮村 に あり et VERE 0 BGK 16km 
IAL REARS 25 AIS TH 40 分 の 地点 に あぁ る 。 八 木川 の 流域 に 沿 つ た 地点 に し て 北 は 標高 
1142m の 妙見 山 を 抱き 南 は 大 屋 村西 谷村 の 高 さ 平均 600m の 山陵 地帯 に 属し て 居る 。 


* この 研究 の 一 部 は 1955 年 10 月 日 本 地質 学会 関西 支部 西日本 支部 連合 愛媛 大 会 に 
於 て 講演 し た 。 
** 愛媛 大 学 工学 部 鉄山 学 教 守 
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2. 地 BR 略 

附近 地質 は 所 調 秩 父 古 生 層 下 部 に 属す る 所 で あつ て これ を 広く 東西 13km 南西 6km に 
及ぶ serpentine OMABB CES. 高 北部 及 東 部 に 於 て は 第 三 紀 層 が 広く 発達 し 西 
部 及 南 部 に は 中 生 層 が 発達 し て 居る 。 

第 三 紀 層 は shale, sandstone, conglomerate より な り 八 木川 の 北部 , 西 は 万 久里 より 
東 へ 八木 谷 , BiH, 川原 場 に 沿う 線 よ り 以 北 で あつ て これ 等 は basal conglomerate に 
ょ つて serpentine の 上 に 乗 つ て いる 。 特に 八森 谷 附 近 に 於 て 福 曲 線 を な し 耳 つ 逆 断 層 に 
よ ょ つて 複雑 な 地質 変動 を 示し て いる 。 

古 生 層 は 地表 に 於 て は 地域 の 南部 大 屋 村西 谷村 村 界 附近 に 一 部 残 つ て 居る に 過ぎ な い o。 
古 生 層 及 serpentine を 中 い て 後期 に 於 ける igneous rock の magma が 中 瀬 鉱 区 附近 
WMH LL CHEBo この magma は andesite 及 diorite 等 で BBROMEE 示し て 居 
Bo 叉 八木 谷 相 地 附近 に は それ ぞ れ 酸性 岩 , 麗 岩 等 が 岩 脈 を な し て serpentine の 上 に 
噴出 し て 居る 。 


第 1 図 Geological map of the Nakase mining district 
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3. 構成 SB 
秩父 古 生 層 構成 岩 : Slate, 千 枚 岩 質 粘 板 岩 , ERS, Seah HL 0 ty HH EER 
岩 は 黒色 な いし 暗 灰 色 を 時 し 相当 多く 見 受け ちら れる 。 
結晶 片岩 類 は sericite schist, chlorite schist, phyllite), chlorite phyllite 等 で 
組織 は 三波 川 系 結晶 片岩 と 同様 で schistosity, cleavage 共に よく 似 て 居る 。 一 見 三波 川 


1) 浜田 志 積 氏 は 御 荷 鍵 系 と 称せ られ た が 小沢 儀 明 氏 に ょ よ り 秩 父 古 生 層 と 同一 系 統 の 
涯 層 で 変質 程度 の 異 る 為 に 起 る 岩 相 の 相違 で ある と 云わ れ て 来 て 居る 。 
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系 と 同時 代 と 見 ちら れる が 部 分 的 な 変成 に よっ つた も の で 秩父 系 と 見 る べき で ある 。 

REM: BURA, WAL URAL VO CHABOYVOREL UL THIY ANZ 
化 さ れ て 居る 。 Bik CHEM BOBRA AL NS 組織 より し て 三 っ の type に 分 けら 
れる 。 Bld BRO serpentine MP OB serpentine 及 普 通 に 見 られ る serpen- 
tine で ある 。 

Axes : BRS TOMMCL 主 成分 と し て 和合 長石 , BER, HEE, 石英 等 で あ 
OCHIMAL L CMA, BIR, 緑 灸 石 が 含ま れ て 居り 特に 久 床 近く に 於 て は 伏 化 
作用 と し て の chloritization carbonitization を 受け て chlorite, magnetite #44 
有 し て 居る 。 : 

Exes: 斑 品 を よく 表わし この 斑 品 は 斜 長石 , 石英 , 黒雲 母 , 角 関 石 よ りな つて 居る 。 
石 基 は 石英 , SRA, 磁 鉄 鉄 等 より な り 相 当 録 化 作 用 に 伴う chloritization, sericitiza- 
tion, carbonitization の 影 絡 が 著 し く 表 われ て 居る 。 

Haka: basalt magma が 蛇 紋 岩 及 古 生 層 を 遍 いて 岩 居 状 , 岩 脈 状 を な し て 噴出 
し て 居り 組織 と し て は 二 つ の type が ある 。 即ち 綴 密 な る 石 基 の る も の と 細 粒 の 石 基 を 有 す 
る も の と で ある 。 統 密 な る 石 基 を 有する る も の は BAO GE rhombic pyroxene と 
clino-pytoxene) +L CHS, Blbpede L CARA, WAR rhombic pyro- 
xene 4 _GHAUNRGA, RIG, magnetite, rhombic pyroxene その 他 glass 
質 の も の で あぁ る 。 今一つ は 細 粒 の 石 基 中 に 倖 長石 班 品 で 特長 づけ られ る る も の で BR 
rhombic pyroxene を 有 有 し て お ら な い 。 KX texture の 結 品 は 比較 的 大 で あぁ る 。 


4. 人 鉱 床 
下部 秩父 古 生 層 構成 岩石 (slate, 24, phyllites), @xpEs, ARAM, serpen- 
tine 等 の 岩 体 中 を WNW—ESE の 方 向 と これ に 45° の 方 向 の ENE—WSW の 二 っ の 
方 向 の fissure に filling し た 録 床 で ある 。 こ の fissure の 性 質 よ り し て 明らか に 動力 作 
用 が NEN の 方 向 か ら _ SWS の 方 向 へ 行わ れ WNW—ESE の 大 き な fissure を 生じ こ 
れ に 対す 歪 力 に より ENE—WSW の 小 fissure を 生じ これ 等 の 中 に mineralization 
を 起 し た も の と 考え られ る 。 然し この mineralization は 各 fissure に 対し て 同時 に 行 
われ た も の で な く 各 stage に 分 けら れる ( 録 物 生成 過程 の 項 で 詳 論 する )。 之 等 の 各 鉄 床 
は 北部 より 石 間 歩 鋼 , Sh, TEAS, AEA, 万 寿 鋼 となり ENE—WSW Fro 
小 fissure の も の は 第 二 銀 切 , 第 二 万 寿 , 条 間 歩 の 各 鋼 で ある 。 

石 間 歩 負 : slate, £4, phyllite, 石 黄斑 岩 , serpentine 等 の 接触 を 母 岩 と する も の 
で 走向 N60°~70°W を 示し 傾斜 は 変化 に 宮 み 零 号 附 近 で は 80°N, 東 引 立 で 65°N, 西 
5[srC 70°N と 両翼 に 緩 傾 食 と な る 。 叉 鋼 幅 は 平均 15cr fe CHOWK 550r~560m 
位 で あぁ る 。 

SLUSH: ERS, Ames, Hits, 千 枚 岩 を 母 岩 と し 走向 N70°~80°W を 示し 傾斜 は 
70°N で 石 問 歩 鋼 の 平行 脈 と 考え られ る 。 東端 の 母 岩 は 石英 隊 緑 岩 と 変り 平均 負 幅 10cm 
位 で あぁ る 。 

fLeGh: BRE t BS t L CER N70°~80°W, 傾斜 は 北 へ 70°~80° 位 で や は 
り 石 間 歩 鋼 の 平行 脈 と 見 る べき で ある 。 PAORBRNRAIILS ( ORMEBL WNW 


1) 北 息 治 : 中 瀬 鉄山 , 地質 (地下 次 源 協 会 ), 14, 1950. 
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—ESE の 方 向 と 歪 力 に よる ENE—WSW 方 向 の 節理 で 中 瀬 録 床 生成 の 動力 作用 の 後 
期 の 余波 を 部 分 的 に 受け た 結果 と 見 られ る 。 鉄 脈 は 主 に た WNW 方 向 の mineralization 
に よる も の で 節理 中 に は 余り 銚 染 し な い 。 

SOS: HMMA MICO CRSA ARBRE KE phyllite, # 
BRIE, serpentine 及 そ れ 等 の 接触 部 で ある 。 ANRC L CHIE 5~ 10cm BED YO 
で ある 。 

SHA: MERU, 石英 関 緑 岩 及 び これ 等 の 接触 部 を 母 岩 と する も の で 走向 N45° 
W 傾 斜 は 種々 に 変化 し 即ち 東部 は 70°N 上 部 に 至 つ て は 80°~85S と な り 西 部 で は 76°N 
を 示す 。 石 間 歩 負 の 平行 負 中 石 間 歩 に 次 ぐ 大 き な も の で 延長 300m 位 で ある 。 

BOT: 走向 N70°~80°E HA} 60°~70°N SRL MBAE serpentine, 古 生 層 
中 の phyliite, slate 及 そ れ 等 の 接触 部 で ある 。 小 規 模 な る も の で ENE—WSW 034 
断 帯 に 属す る も の で あぁ る 。 

BOB: 万 才 負 の 西部 ENE—WSW OIC Rt 400 C# N80°~85°E 傾 
lL 75°~80°N で ある serpentine 及 serpentine WRK UAOMMAtCHSLTSd 
D CREBICH Cid FH RIL LBZ serpentine を 有 有 し て 居る 。 

SARS: RMR OLE SBL RD ENE—WSW Hosier icARs 550 
で ある 。 Serpentine BE LEM N60°~70°E 傾斜 北 へ 80° 位 で mineralization® 
後期 に た 起 つ た も の で 特に zincblende を 多く 含有 する 。 


5. 鉱物 生成 過程 
以上 の 各 鉱 床 よ り 生成 され る 伝 物 は 鉱石 鉱物 と し て は stibnite, chalcopyrite, zinc- 
blende, arsenopyrite, pyrite, tetrahedrite, quartz 及び native gold CH SAMAK 
石 鉱物 と し て quartz, calcite, dolomite 等 水生 成 さ れ て 居る 。 之 等 鉱物 の 生成 の 順序 
と し て は 本 鉄 床 の 性 質 よ り し て 熟 水 液 が その 時 々 の 組成 並 に 条件 の 変化 に 応じ て 除 々 に 
PAR & TLR L CHT OI2 WO LBRGNSo 


即ち 最初 深部 に 於 ける BURAK 
金属 成分 が 上 昇 し た が その 時 の so- 
lution の 温度 が 相当 高く わずか に 
pyrite, arsenopyrite, chalcopy- 
rite の 順序 に 鉄 染 し た に 過ぎ な い 。 
これ を 第 1 stage と し , し ぼら く 時 
間 が 経過 し た が その 後 第 2 stage 
と し て 多量 の BRACELET VA 
リ 性 の 落 液 に 変り TOUR ta 石英 
の crystallization) が 始 まつ た 。 
この 状態 は 比較 的 長く 続き BUR 
塊状 の 石英 を 品 出 し 金属 成分 の 品 
出 と 同時 に 久 化 作用 の 末期 まで 作 
AALRLBASLNSZ 


第 2 図 Bk 4 MIB 


1) 山下 親 平 : 地質 , 58, 258, 1952. 
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次 に 自然 金 を 有する bertherite の 唱 出 を 起 し 比較 的 短期 間 に 於 て 終っ た 。 そ の 問 も 硫 
化 の 沙 液 は pyrite, arsenopyrite, chalcopyrite の 順に 尚 る も 品 出 を 続け た が その 量 は 極 
くわ ず か で ある 。 Bertherite, native gold に 引続き stibnite, quartz BR IZIBL 
IN ERIC ARROB— OVEN fo この 時 の 自然 金 は 小粒 状 の も の で あり この 時 
に は pyrite, arsenopyrite, chalcopyrite MYHBIIFSA EBT LOL BdNS> 

続い て 第 二 回 目 の stibnite RM L MHOLOMMBCEE 71H VORA 
々 に 浸透 し て 石英 脈 を 分 解 し て CO, を 得 て carbonitization Awe ANITA See 
し て 方 解 石 , BRASS EUR LK LORD BARRIS CTRL CES. HOA 
H® stibnite は 前 の も の より る も 結晶 大 で あり 上 且つ 石英 , 方 解 石 及 自 然 金 等 の 結晶 が 大 な 
る 事 か らし て 録 化 作用 は 除 々 に 行わ れ た も の で ある と 考え られ る 。 

BURR OFRA ERR ORC 石英 を 保つ 自然 金 の 沈 淫 が 認め られ る 。 これ は 唱 洞 化 
され た も の で 以前 の も の より る も 更に 細 灯 で ある 。 

これ に よっ つて 一 応 鉱 化 作用 は 終了 され た と 考え られ る が BUH 3 stage と し て 鉱 液 の 
回 春の 時 期 が 考え られ る 。 即ち も 本 録 床 の 性 質 並 に 火成岩 と 久 脈 と の 関係 より し て 岩 
RROENC ES BREA TS KRM LY BU 温度 の 上 昇 を も た らし て zinc- 
blende, pyrite, tetrahedrite の 品 出 を 見 る 様 に な つた と 考え られ る (第 2 図 参照 )。 


6. 示 差 熱 分 析 の 結果 より 見 た 母 岩 の 変 質 
BORLA, 万 寿 負 共に 鉱脈 に 平行 し た 母 岩 即ち 鉱 液 の 中 心 部 より 約 50cmm 離 れ た 
所 を 右 間 歩 負 に 4 ケ所 , 万 寿 鋼 に 2 ヶ所 を 第 3 図 示 差 熱 分 析 (No.1) 
探 つ て 行 つ た も の と , 石 間 歩 負 の み に つ 
> CERO ¢ 直角 方 向 に 鉄 液 中 心 点 
& ) EAS PRE SE I< PaRE 80cm 凍 隔 に 57 


Brat 107 TRO CHET 
a) DMRISFILABSOSA 3 +81 


120°C 附近 に 見 られ る 吸収 ピーク は 万 


# (MI) 以外 に 総 て 表 わ れ て 居る の は 岩 ae 

石 中 の 水分 の 脱水 作用 の 結果 と 見 られ る 

る の で 450°C~500°C 附近 に 見 られ る 史 

収 ピ ビー ク は 石 間 歩 (S4) 以外 は 表 わ れ る る も ae 
{ 


a RE 4 


石 章 歩 (ST) (SII) 共 に 少 い 。 之 れ は chlo- 
rite の 分 解 に 依る も の で 万 寿 (MII) に 於 
T#ULS RDN CHS. BL 750°~800° 
附近 に 見 られ る 吸収 ピー ク は 総 て の 試料 
に よく 見 られ る も る もの で ある LNB 
鍼 物 の 分 解 に よる も の と 見 られ る 。 ZE 
の 反応 を 見 る と 500° 附近 の 反応 より し 
CHM, 黄銅 鉄 の 鉱 染 は 石 間 歩 鋼 , 万 寿 


voy duoegy 
‘5 
z 


1) RBS: RKB, 1950. 


64 BRK MAR ASB 


SSE L CBRE RIEL L EWS YVOCHS. Kehloritization は 万 寿 (MII) に 
於 て 特に は ば げ し くそ の 他 , 石 間 歩 (S11I), 万 寿 (MI) に 於 て も 少し く 作 用 を 受け て 居る こと 
を 示す も の で ある 。 Carbonitization に つい て は 伺 れ も よく 変成 を 受け 特に 万寿 (MI) 
(MIT) に 於 て 著しい 作用 を 受け た も の で ある 。 全体 と し て carbonitization は 変成 作用 


の 起り 方 が 上 少 で い の で ある 。 この 様 に 各種 の 金 


属 成 分 の 浸 透 に よる 変成 は 万 寿 負 の 方 が 石 


間 歩 鋼 よ り も は ば げ し く 変 成 を 受け た こと を 物語 る の で あぁ る (第 3 図 参照 ) 。 


b) 鉱脈 の 線 に 直角 方 向 の 母 岩 の 変 質 


SKI kD _Eatic 4m FHC 4m ZF 8m の 範囲 内 で 80cm 問 隔 に 取っ つた 試料 の 分 析 


結果 に よる と 100°C 附近 に 見 られ る 吸収 curve は 総 て sample に 見 られ る 脱水 作用 の 


結果 で あり 160°C 附近 の 発熱 作用 は Ca, KY の 作用 に よる も の で No.7, No.4, No.5 に 
反応 が 見 られ る 。 即ち も 仮 脈 の 近く に 於 て は 見 られ る が 他 に は 見 られ な い 。 
450°~500° 附近 の 吸収 ピー ク は 黄 鉄鉱 , 黄銅 鉱 の 分 解 に よる も の で 総 て の sample に 


見 られ る 和 母 岩 と し て 釣 脈 に 遠ざかる に 従い pyrite, chalcopyrite の 鈴 化 作用 は 劣 え る と 


芸 う こと は 導 え られ な い 。 即ち Fe, Cu 成分 の 浪 和 遂に 当 つ て は 相当 遠 距離 に 及 ぽ きす こと 


が 分 る の で あぁ る 。 


第 4 図 示 差 熱 分 株 (No.2) | 


toydiosqy > 4/3 


— 


) Grim: Clay Mineralogy 178, 1953. 


600°~650° 附近 の 吸収 ピーク は Al 
Mg の 分 解 に よる も の 即ち も chlorite の 
分 解 に 依る も の で あぁ ある が No.1, No. 2, 
No. 3,No.7,No.8,No. 10 に 見 られ 
特に No. 2, No. 3, No、8 に は げ ば し く 
GRA bY 2m~3m BAe HK Cts 
WLW KR 750°~800°C 附近 の 吸収 
ビー ク は 炭酸 化 作 用 に よる も の で No. 
2, No. 3, No. 4, No. 5, No. 8, No.9, 
No. 11 に 見 られ る が 全体 的 に 一 様 に 
少く 特に 鉱 液 の 中 心 附近 に は 行わ れ な 
い の で ある 。 (第 4 図 参照 ) 

ARZEPA HERO PERKY BAT SDR 
DORBBLSC &< Fe, Cu 分 の 談 質 
Vd FERRY ER PE REVS RIE L GRO RTEL 
VEWRTEHET SoM Ca,Kizow 
て は 同様 な こと が 言え る が Fe, Cu 分 の 
WBE DR UC RIP A Fro Hl Cu, 
Fe 分 の 最初 の crystallization に ょ っ 
CRRETRKOR DDE 考え られ る の 
で あぁ る 。 
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7. 分 光 分 析 の 結果 に 依る 母 岩 変質 

右 間 歩 鋼 , Ta FESO GRIT Se Halve 8m の 範囲 内 に て 各々 11 個 計 22 個 の sample 
に っ つい て 分 光 分 析 を 行 つ た 結果 Si, Al, Mg, Sb, Fe, Cu, Mn, Zn, Ti, Ca, K 等 が 存 
在 す る こと が 明らか に な つた が Sb に 関し て は 銚 脈 中 心 部 の な で 他 に は 全然 検出 出来 な い 。 
成分 に つい て は 各 sample に 見 受け られ 鉄 液 温度 の 関係 か ら 見 て 鉱 液 中 に は 存在 せ ず 
鞭 水 落 液 の 浸 延 に は 関係 な く 原 岩石 に 存在 し その 移動 性 る 考え られ な い 。 

石 間 歩 負 , 万 寿 負 に つい て 特に 鉱床 

近く 50cm 以 内 の 母 央 に つい て 調 Bad Be 2) Wi 

PR た 結果 に よる LE Meg, Si, Al, Ca, ーー Ke ee 
K, Na, Fe, Mn, Ti, Zn, Nie 7.7 
在 す る こと が 分 つた 。 この 内 Si Mg 
Ti, Al, Ca, K, Na は 原 岩 石 に 存 4 3 

在 す る こと が 分 り Si の 一 部 及 金 属 | Me 
成分 と し て の Fe, Cu, Zn, Mn 等 4 

は 価 れ る も BROS (LIA LZ.Ok i it net BE ls ze 
考え られ る 。 即ち この 場合 Fe « 
Cu 分 の RIC 4O USA, - aly Hes = 
AF BAC SL Be Lt HS mu 
Sieve Fb nit Abn eee aaa = 
Ao 即ち も pyrite, chalcopyrite, 

arsenopyrite 等 の 品 出 状態 は 顕微 鏡 観 察 と 一 致し て 居る の で ある 。 Zn に つい て は 石 間 
歩 (SIV) に 相当 は げ し く 行 われ zincblende の 鉄 化 は 石 間 歩 鋼 の 東部 に 於 て 相当 は げ し く 
行わ れ そ の 他 の 部 及 万 寿 鋼 に 於 て は 余り 多 化 作用 を 及ば ぽ さ な か つた こと が うか が われ る 。 
Zn と Fe と の 相関 々 係 に つい て は Zn の 多い 所 で Fe 分 も 多く pyrite の 鉱 液 が 多い 様 
で あぁ る 。 

又 総 て の samble 中 に Mg, Ca 分 の 相当 多い の は 母 岩 に 対す る carbonitization に よる 
る の と 療 え られ Mg, Al 分 の 多い の は chloritization に よる も の と 考え られ る 。 Tima 
つい て は 石 間 歩 (SI) RGF (MII) に 存在 する が Ti 成分 の 存在 に よっ つて 他 の 変質 帯 に 及 
ぱす 影響 は 考え られ な い の で ある 。 Ni 成分 は 右 間 歩 (SII) KAW Olu serpentine 
で ある 交 に よる も の と 考え られ る 。 

和 価 れ に し て る も Sb 成分 が 久 脈 に 直角 方 向 及 び 沿 う 方 向 の も の の 生 岩 中 に 全然 検出 する こ 
と が 出来 な いと 芸 う 事 は Sb その も の は 久 化 する こと な く 即 ち 許 溶液 の 最初 の 叶 出 圧力 に 
析 用 され る こと な く 常に 溶液 体 の 中 心 部 に 停 洪 し て 終始 姿 液 自体 の 流動 性 に 従 つ て TEI 
L@woarbDltBxAbN4So 


8 2B 岩 の RK Kk 作 用 
BER 多少 球 化 作用 を 伴っ つて 居る こと か らし て BURRIS 酸性 で あつ た と 考え られ る 
RL silicification は 他 の アン チ モ ン 鉱床 に 見 られ る 如く 著しく な く 一 部 に 於 て 石英 脈 
© quartz の mass を 形成 し た も の で , 更に 鍋 に よ つ て は その 変質 帯 で は silicification の 
sone を 欠き pyrite, chalcopyrite を 伴う zone に な つて お り お そら くそ の 酸性 度 は 余 
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K, SiO 
K Na Al Na, Al, < MgCO; 
Ca Mg Si Ca Mg 


で Sa x CaCO, 
K3 CO, Na,CO, NX ; 
KHCO; Na,S K, SiO, 
ズ Ns Na, Al, 
CO, H,O O SO, Cui die Ss Na 6 
Au Fe Cu Zn Sb Sa 2 
Sy Ji CuFeS, = Sb,S, 
Sb, S; CuFeS, ZnS Sb, Sa 
es, ZnS Vi CuFeS, 
~ Cu FeS, 
x 
Bers; Sb,S 


り 高 く な か つた 様 で ある 。 SL CHUA LH OD Hh yep E り 深 部 に 至る に 従い 酸性 度 は 強く 
外部 に 行く に 従い 細 理 化 帯 と な つて 酸性 よ VET LAY —, アル カリ tA ope bas 
IGL7TEZOLBRENS, 即ち 最初 酸性 度 の 比較 的 強い Cu, Fe, Sb, Zn,S,CO,,H,O,SO, 
等 を 持つ た original magma 23 rock 中 を 上 和 昇 移 動 し て 居る 問 に その 酸性 度 を 次 第 に 減 
少し て rock の 成分 と し て の K, Na, Al, Ca, Mg, Si 中 K,Na 成分 の 多量 の アル カリ ー 性 
成分 を 抽出 し て 温度 の 低下 と 共に K,CO;, Na,CO,, Na。S の 形 の アル み リ ー 深 液 に 変り 
SboSs, CuFes,, Bes.) 20S の 様 な 硫化 物 と な っ つた 。 そし て その 形 の ま > WET SRZO 
内 の Sb。S。, CuFeS, の 形 の 一 部 は アル カ リー solution 中 の Na,S, K,S に soliblel) x 
PERE LABEL Cio. EL thor FeS,, ZnS OB % OLED $s 
SREP SCY L CHP re, ; 

Blc KCOs, NagCO。 を 含む アル カリ ーー 性 の 浴 液 は tock R quartz vein < carbo- 
nitization を 行い アル カリ ー 度 の 条件 に ょ っ て CaCO;, MgCO, DIE CMR Cot, 
MBL 7: K,SiO,, Na。Al。 の も の は HM Na,S に solible され た Sb。S。, CuFeS, の 
SOERR TENGE RK LABEL, MURTY) ORMOTCRLEN col 
loid DARKE CHEW L CHO re: LHR る の で ある 。 

Bie SbjS。 と し て の crystallization に は 先 に 唱 出 し た 過程 の も の と 熱 水溶 液 の 最後 
に 義 出 し た 過程 の も の と の 二 っ の 型 に 分 けら れる の で あ Bo 即 も 

者 の も の は 府 水 給 波 と し て の 郊 対 過度 が 比較 的 高湯 で 上 つ っ アル カリ ー 度 の 比較 人 

低い 条件 の 下 で 険 々 に crystallization を 起 し た る も の で 溶液 の 主流 ふら 逃 脱 し だ 所 に 株 

て 生成 され た も の で ある 。 

0) HEED © OLRURRIRE LC ORGIRE SEASHORE ¢ Bo 7 A 9 peo ELeneng 


い 条 件 の 下 で 急激 に crystallization を 起 し た も の で PURO ATID OTIC TC 生 
成 さ れ た も の で ある 。 


附 記 : 本 研究 に 関し て 潜 勢 に て は 中 瀬 鉄 業 所 採 鉄 課長 柳楽 正治 兵 に 叉 分 光 分 析 実 験 に 
て は 京都 大 学 理 学部 地質 鉄 物 学 教室 の 立川 正信 氏 に Fx お 世話 に な っ た こと を 感 席 す る 。 


叉 使用 し た 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よっ た こと を 明記 し 関係 各 方 面 の 方 々 に 
対し 感謝 する 次 第 で ある 。 ; 


1) 田久保 実 太郎 , 鵜飼 保 郎 , 憎 井 俊雄 : 鉄山 地質 , 4, 100, 1954. 
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WERRMRRERFL FI b ROMS 
On the dolerite and allied rocks of Semi, Yamagata Prefecture. 


& jE (Tadasi Konda)* 


7 


Abstract: So called ‘‘Semi dolerite’’ is represented by sills and dykes 
of seven masses. The writer classified those dolerites geologically and 
petrologically in two groups, namely Semi dolerite and Nagasawa dolerite. 
Semi dolerite intrudes in the lower part of Nagao formation and the 
upper part of Semi formation as sill form, but rarely in Nozoki formation 
in dyke form. Then, Nagasawa dolerite intrudes in the lower part and 
extrudes in the middle part of Nagasawa formation. 

Sills and dykes of Semi dolerite show chilled margins at the lower 
and upper contact with the intruded sediments. The thickness of the 
largest sill is 24.4 meters, while its chilled base is 0.8 meters and its 
upper chilled margin is 0.5 meters thick. When the thickness of sill is 
over about 20 meters, the petrographyic and chemical compositions vary 
remarkably from the margins to the central and upper part in one sill, 
by differentiation ‘‘in situ’’. 

The writer found a differentiation sequences in Semi dolerite sill as 
follows, namely, chilled margins, norma! dolerite, felsic dolerite (dioritic 
layer in the upper part), dolerite pegmatite and granophyric segregation 
vein. Nagasawa dolerite sills 18.6 meters in thickness, and the grain 
size is relatively small and uniform throughout the whole body. 

As a cnaracteristic nature, it includes numerous xenocryst of quartz, 
skeleton like plagioclase and hornblende like matters. The chemical com- 
position of Nagasawa dolerite, comparing with the felsic differentiates of 
Semi dolerite, has the next characteristics : SiO, component of the latter 
is equall to the one of the former, while Fe,O,;+ FeO component is poor, 
and Al,O, and MgO components are richer in the latter than in the for- 
mer. Judging from the chemical composition as well as the mineralogical 
compositions, Nagasawa dolerite is believed to have been derived from 
the original magma of Semi type dolerite not by the differentiation process, 
but by the assimilation of the felsic materials as probably the granitic 


materials. 


1. 縮 言 
et EVO ESM ADICTS SAM KRS HMR KRESS 3.6 DT) は 地 
QV を も つこ と を 発表 し た 。 FOB, MMERBBOVOL DBRT AHURA RB 
P⑤ 青 沢地 域 (庄内 盆地 東 縁 部 ) を 調査 し た 結果 , これ ら 粗 炒 玄 武 岩 は 泥岩 厚 層 の 発達 する 


u 


* 山 形 大 学 文 理学 部 地学 教室 
1) SHE: 46k, 35, 11~15, 1951. 
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BEE HHH EREO } LC RATIEA LS (sill) で ある 事 が 分 つた 。 然し 同一 地域 で 
も , 下 者 層 準 に 六 入 し た も の と , 上 部 層 準 に 導入 し た も の と に か な り の 央 種 の 変化 や が ある 
事 が 分 ら つた 。 な お , Az 
Wee YER Y, 同 岩 の RA 
Bek) biichSs RR 
ABR LE 岩石 学 的 に か な 
り の 相違 が 認め られ る 。 こ 
の 報 文 は 上 述 LBRO 岩石 
学 的 内 容 と , BEABEO 地 
質 学 的 性格 を 述べ た も の で 
HA, 当地 の 地層 は 下位 よ 
り 及 位 層 , WARE, RIRVE 
岩層 , 長沢 層 , BRE, 及び 
再 形 層 群 に 分 け , MAKE 
央 の 産出 地点 は 第 1 図 に , 
導入 層 準 は 柱状 図 に , 各々 
明示 し て ある 。 最後 に , こ 
DB? に は , DEWAR, 
A WRRERO APSE & Re 
x, 深謝 する 次 第 で ある 。 
2. KKWAOR MARE 
当地 の 各地 層 に 火山 岩 が 
22 (FERNS ECHR 
の 吟味 は 層 位 学 的 に も 又 岩 
石 学 的 に も る, 軽視 する こと 
の 出来 な いも の で ある 。 次 
に 各 火 山 岩 3) の 産 状 に つい 
て 述べ る 。 

BRB “MRSA, 
瀬 見 層 , 長沢 層 の 各層 に 伴 


a 1K 


re われ る 。 
1- 再 形 層 群 , 2 - 南沢 層 , 3 - 長沢 層 , 4 - 長尾 層 BG an 
5 - Wile, 6- Rie, 7-Rrmee, 8- ドレ ラ Se eee 
A} 380K, 9 - EBLE, 10 - 玄武 岩 姓 岩 SORES Naa 


BAC, 当地 の 及 位 層 の 最 


1) STE: #6k, 38, 144.155, 1954. 

2) 文部 省 科学 研究 費 に よ つ て 行わ れ た 。 明 記し 深謝 す 。 

3) 火山 岩 の 産 状 は , 紙 数 の 関係 上 , JRC HL PU 94 } CREB SKB, MRK 
武 岩 に つい て の み 述 べた 。 

4) 瀬 見 温泉 に 標 式 的 に 分 布 す る 。 Fig. 2 に は ドレ ライ ト の 導入 層 準 か ら か な り 離 れ 
る の で 一 応 除 いて ある 。 
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下部 を な し て , 南北 に SH, 東西 に SRC NAAT SH LEMMAS RK RE ic He 
し , RPAMORKREEIMETS Rk VIBES ANZ. 著しい 特徴 は 常に epidotization 
を 受け , RAR ASR CLs RE Sa eG ta 

PSG aa es ae 第 2 図 RAK TRS REA BE REERR 
多い 点 注目 に 値する 。 

瀬 見 層 の 玄武 岩 は 瀬 見 層 の 下部 に 多 
く 介 在 す る 。 桂 状 図 (第 2 図 ) に 示さ れ 
SEI, 4B SENS. | 尽き 10 
米 ~30 米 の 薄い BUST C 同質 北 灰 角 
Bia t iS t SRAM DS. BAH 
FEC PERO Pale BRB RESTS 
FD ADSE/N VIE NAGE SAF EC GBH 
出来 る が , BRUCALER E CHER T BWR 
性 が ある 。 産 状 と し て の 特徴 は , 数 枚 


No.I 


UoTJeUrOT( JIN Used3) eaesesey 


ORB fe ARK ABS &IMEL < 所 
て , 他 の 性 質 の 火山 岩 を 交え ず , 一 つ 38 
の 単位 を な し て , 地層 に 伴 は れる 点 で a2 
ある 。 岩 質 は 詳細 に ふれ な い が , SIO, 233 


= 49.129 の Sea cBes x Y 
S10, =57.88% の 安山岩 質 玄 武 岩 ま で 
HS. Blt (alteration) と し て は 石英 
の 徴 脈 が 発達 し か な り の silicification 
及び chloritization が 認め られ る 。 こ 
の 変化 し た PEMA KR Si0, 
=57.149% で SiO, 量 が 8.02% も 増加 
Go 
RREDEZRS INCA 
弥 之 助 博士 に より 長沢 火山 岩 体 り と 谷 
名 され た も の で ある 。 長沢 層 の 中 部 に | 
4Om 


UOTABULET Tueg 


ABAD 10K KO fHRt au BAKA 
RES L 交錯 状 に 入り 組ん だ ERE AB 
し , 又 下 盤 側 は 集 塊 岩 状 及 び 依 状 自 岩 
の 形態 を 示し 類 岩 流 と 解く され る 。 a 
流 の 厚 さ は 最大 ISK (+) Cee 
く , SRO RSD 略 同 層 準 に 発達 す 
So BIRD ZAI LOXB Als Mes 
長石 及び 石英 を 含む 特徴 が あり , 当地 
域 の 他 の 玄武 岩 と 容易 に 区 別 出 来る 。 更に この 特徴 を も つ 去 武 岩 が 類 岩 流 と し て 入る 人 麻 


TA0Z ON 


uoj48wIOy 


1) 図 の 外 に も う 一 枚 あ る 。 植物 化石 産出 の 層 準 に 入る 。 
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TH 4 KOMBORRAIEE, 砂岩 互層 の , か な り 整 層 の 発達 し た 位置 に 導入 岩 床 と 
し て 産出 する 。 こ の こと は 出羽 丘陵 地域 に お ける dolerite の basic magma intrusion 
の 導入 時 期 の 上 限 を 示す 一 資料 と し て 貴重 な も の で ある 。 

HEHE HOO KRA RK sill の 産 状 を 示し , 地層 に 略 平行 し て 含ま れる 。 
一 般 に 剖 床 の 産 状 を 示す 岩 体 で も , 導入 し た 岩 床 と 類 岩 流 と し て 流出 し た 岩 床 の 二 種 類 あ 
Zo FEOBSU HEMT AAL, 第 3 図 の よう に , ゆる い 凹 凸 面 を 示し , 軽度 に 地層 を 
切る の が 観察 され る 。 有 又 被 導入 の 堆積 岩 は 著しく 黒色 化し , 更に 硬質 化す る の が 普通 で あ 
る 。 瀬 見 粗 粒 玄武 岩 は sill OBS 5 米 よ り 25 米 (正確 に は 24.3『 米 ) まで ある 。 延長 は 
350 米 (+) まで 追跡 され る 。 一 般 に 厚 さ 大 な る 程 粗 灯 と な り , 厚 さ 薄い 場合 は 玄武 岩 と 
粒度 , 岩石 の 組織 が 同じ で ある 。 


第 1 表 は 瀬 見 粗 粒 玄武 岩 体 の 粒度 の 変化 の 一 例 で あ 
第 3 図 HUM AK HA PR Bo LORE 0 BAKO _HERU PRI Se S0fB TB 
の 垂直 断面 図 ( 厚 さ 24.35m) 80%8 chilled margins を し めし て いる 。 中 心 部 に 
ゆく 程 粗 料 と な り , 最も 粗 粒 の 部 分 は 述 入 体 の 中 心 よ 
りや > ゝ > 上位 に ある 。 LEZ Clik pegmatitic schlieren 
が 岩 床 六 入 面 に 略 平行 に 多数 任 つ て いる 。 


人 第 1 表 MRAM KReORA Mm PORE (mm) 


plagioclase | pyroxene 
24.1m O25 0.11 
0.88 
22.2m (CASY 0.14 
1.04 
18.2m (8.25) | 0.83 
2.04 | 
15m ( 6.28 | 3.40 
0.86 | 
8m (6.7.25) 0.96 
0.42 
3m ( 6.35 ) 0.74 
0.24 
0.5m ( 5.92 ) 0.34 
: | 
& 0.16 | 
Soi contact 
3.2 .08 
1. chilled margins ( mk! | sla 
2. relatively pyroxene FEMAUN RGM AO BAER, 
rich type 
3. medium grain type 
4. normal dolerite 次 に 瀬 見 粗 粒 玄 武 岩 は , 当地 域内 で は SHAE Zo 


5. acidic dolerite 


これ ら は 全く 同一 岩 相 を も ち 同一 BAO LOCH 
So 5 岩 体 の 六 入 層 準 を 前 記 第 2 図 よ りみ る に , RB 
泥岩 の 下部 と 瀬 見 層 の 上 部 に ある 。 BD MS 70 米 層 厚 の 比較 的 限ら れ た 層 準 箇 囲 に 送 入 し 
て いる 。 高 及 位 層 中 に 岩 脈 状 に 産出 する 同 岩 は , 導入 岩 此 の 通路 と し て , ROTOR 
層 理 凝灰岩 の 中 に 岩 脈 状 に 入 つ た も の と 療 えら れる 。 
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長沢 層 の 粗 粒 玄武 岩 長沢 部 落 東 方 約 1 粧 の 道路 上 に BMS, この 岩 体 は , 管 て 前 
記 , 長沢 火山 岩 体 と し て 記載 され , 産 状 は 岩 脈 と され た 。 然し その 産 状 は 下 盤 側が 道路 下 
OJ) ESE L, N80°W, 25°S OEM CRASS, 砂岩 泥岩 互層 に , 略 平行 に 六 入 
し て いる 。 Bi ERR AVRO RNORIL TADS, 然し この 岩 体 の 北側 は 貫 
和信 状 に 黒色 硬化 し た 泥岩 と , 急 儲 斜 の 角度 で 接触 し , この 泥岩 を 切っ て いる 。 従 つて 一 部 
は 岩 脈 状 に も 解 さ れる リリ が 全般 的 に みた 場合 は 岩 床 と し て 問 違 で な い 。 厚 さ 18.6 米 で 下 
AR PUNE D7 RARE CHS BIC PREY 4 米 か ら SKE CLEMO IEDA CE KOAMI 
BIS TRAIOMNIOLTL CT, BREEN THOS FREE Y 1CKHIBA, Bz OHLRULL, 
BIRDS IL BRM B Wo MICLBE YD 5 米 前 後 は , SILA, ARO PRA 
が み ら れ る 。 (OBRLLBOBBE DOMBBALRBRLERANAD, 尊 度 が か な り 細 尊 
で ある 点 , 岩石 学 的 の 意味 で は dolerite に で き な い が , 瀬 見 粗 閑 支 武 岩 の み 導入 の 末期 
の も の と し て , 一 連 の dolerite magma 導 入 の 一 員 に 加え る べき で ある 。 粒度 構成 が か 
な り 細 粒 な の は , SUL の 厚 さ に も よる が , 一 般 に 六 入 層 準 の 上 位 の も の は , KEE REL, 
叉 導入 位置 が , 早期 の も の に 比 し 更に 地下 江 処 で ある た め , 一 般 に 細 灯 化 され て いる 。 


3 R- GB otto ck 

(a) 瀬 見 ドレ ライ ト (SiO, =49.82~53.56) 檜原 沢 対岸 の 崖 に BAT SERS, bit 
か ら 下 磐 ま で 観察 され る 。 本 岩 は 既に 産 状 の 項 で 述べ た や うに , 厚 さ 24.35m を 示し , そ 
の 中 で facies の 変化 が み ら れ る 。 第 1 表 に 示さ れる 様 に 粒 径 も, か な り 変 化す 。 興味 あ 
る 点 は 立 径 の 変化 に 伴い 組織 も 変る 。 即 ち 周 縁 部 は 細 灯 の 間 灯 組 織 を 示し , RES ( 下 
部 より 15m 前 後 の 位置 ) は オフ ィ テッ ク 和 組織 を 示し normal dolerite と 云え る 。 上 半 
部 及び 下 半 部 は 準 オ フィ テッ ク 組織 を 示す 。 特 に 上 半 部 に は 需 間 状 に 石英 , カリ 長石 が , 
多く 含ま れる 。 RAOLRBUAMIARA, HA, BRC, TOT, TNA, 石英 , カ 
リ 長石 を 少量 伴う 。 又 緑 泥 石 , BIR (Stiktii) も 多く 含ま れる 。 稚 長石 は 成分 上 二 種 
FEDS. Eb 3~8HERU 0.5~1EKO ML 0.1~0.4 EKORER GH CH So HI 
は An65~70 の 草 灰 長石 で 後者 は An 45~50 の 中 性 長石 で , 明 な 成分 差 が みとめ られ 
Bo 即ち , AROMA OIL, か な り 斑 状 組織 が 著しい 。 交 石 は 2V( 二 )=32"~48" の 
HAHA t 2V=0° の ビジ オン 協 石 の 二 種 類 含 む 。 BAIL BRO PERBRU PEO IA 
縁 相 に 少量 含ま れる が 殆 ん ど 緑 泥 石 に 変化 し て いる 。 石英 及び カリ 長石 は 岩 床 中 に 普遍 
人 的 に 含ま れる が , 特に 上 半 部 に 濃 集 する 傾向 が ある 。 叉 粗 粒 の normal dolerite 中 で は 
カリ 長石 と 石英 が 微 文 人 象 構造 を 示し て 含ま れる 。 磁 鉄 鉄 は , THOR MEMO MED ZEEE 
共に , 大 き さ が 変り , 周縁 相 で は 微粒 で ある が , MACE 1~3HAKOMML LCE 
れる 。 量 的 に か な り 多 く 未 分 化 の 周縁 相 に も 比較 的 多い の が 特徴 で ある 。 次 に , この ドレ 
ライ ト 中 で , in situ に よる 分 化 が 行 は れ , 各種 の 岩 相 (rock facies) TRL TSO BE 
考 は 次 の 6 facies を 認め た 。 

(1) chilled margins (2) 輝石 の か な り 多 い 部 分 ( 下 毅 接触 より 0.5m) (3) normal 
dolerite (4) dioritic part (最上 部 ) (5) dolerite pegmatite (6) segregation vein 
DEO 6HCHS. 2M rock facies 形成 の 原因 と し て は , 鏡 下 観察 , BAL), 交 
BRU MEBOUMIC EL SBA, 残 液 の 濃 集 に よる 品 出 分 化 が あげ られ る 。 筆者 


1) 断層 の 可能 性 が ある 。 
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第 2 表 瀬 見 粗 粒 玄武 岩 の 化学 成分 
| 1 2 3 4 5 6 7 

SiO, 50.54 51.84 49.82 53.56 59.14 64.84 53.76 
AIO 15.24 13.32 14.20 13.42 13.42 Bhat 15.92 
me Oa 3.68 4.32 5.86 4.75 4.13 8.04 4.09 
FeO 6.81 6.67 6.04 6.70 7.81 3.29 3.86 
MgO 7.12 7.48 6.68 3.78 3.44 1.96 5.36 
CaO 7.78 8.62 8.52 7.88 S52 4.74 7.84 
Na,O 2.69 3.25 2.76 3.26 3.49 3.58 2.24 
KO 1.05 0.40 0.83 0.89 1.61 1-72 0.67 

BOCs) 1.26 1.56 1.07 1.34 0.24 0.18 1.48 
H,O(- 1.78 1.86 1.98 2.18 0.56 0.86 2.86 
TiO; 1.48 0.76 1.65 0.60 0.94 0.33 0.42 
RE 0.11 0.26 0.32 0.48 0.22 0.18 0.10 
MnO 0.23 0.13 0.25 0.18 0.17 0.13 0.13 

Total 99.77 | 100.47 99.98 99.02 | 100.29 | 100.96 98.73 
1. Lower contact of Semi dolerite 
2.0.5 m. point from lower contact 
3. 15 m. point from lower contact 
4. 23.4 m. point from lower contact 
5. Dolerite pegmatite at 18 m. point from lower contact 


. Segregetion vein (granophyric) at 16m. point from lower contact 
. Nagasawa dolerite 


bt OD) 


は , この 各 岩 相 の 岩 片 の 総 化学 成分 より , 各 酸 化物 の 変化 の 傾向 を 調べ た 。 即ち , 第 2 表 
1.2.3.4.5. の 分 析 値 より , その 傾向 を 求め る と , 次 の 点 が あげ られ る 。 (a) SiO, RK 
分 は normal dolerite で は 僅か 減少 する が , dioritic part で 3%, pegmatite で 99, 
segregation vein で は 1496 増加 する 。 (b) Al1。0。 成分 は 海 次 減少 する が , segrega- 
tion vein で は 約 496 減 少 す る 。 (c) 鉄 成分 は 攻 移 的 に 増加 する が , segregation vein 
に お いて 1.7% 増加 し , その 濃 集 の 程度 弱い 特徴 が ある 。 (d) MgO 成分 は 岩 床 の 下部 
CRE, 分 化 の 進む に 従い 著しく 減少 する 。 (e) CaO 成分 は , 僅少 増加 する が , peg- 
matite 及び segregation vein で は 急激 に 減少 する 。 (f) アル カリ MAN, © > He 
する 。 以 上 の 点 が 要約 され る が , この 傾向 を Fe,O,+ FeO—MgO—Na,O + K,0 三角 図 
表 に よっ つて 現す と , Tasmania 産 ド レラ イト の 分 化 り と 類似 する 。 BAHN, 鉄 成分 の 
濃 集 は 著しく な い 。 

(b) 長沢 ドレ ライ ト (Si0,=53.76%) 本 岩 は 外観 , 優 黒 質 の MECH SZ, BRERA 
MEST, 構成 鉱物 は , HRA, MARCEL CSA, BEAR, MANE, 
RCI VRS M, LOM, BEAL L CARRS DG, HRA, PERE 
が 含ま れる 。 BMA CHAM IATE AT, BEA GI 1.256 ~4. 21 
KC, ROS LW MER CHS. 注目 すべ き 点 は , © OPEGIE 大 部 分 が 融 僕 を 


1) Edward, A. B.: Jour. Geol., 50, 1942. 
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うけ , SER ARBIC IRE CS, RIBWREBL TS 叉 外 毅 に 新鮮 な 斜 長石 を 伴 
い , 一 種 の 累 帯 構造 を 示し て いる 。 内 部 は An46~50 (np =1.552~1.556) 外部 は 
An 52~60 (np»==1.557~1.561) で 成分 上 , 著しい 差 は な い 。 石 基 中 の 倖 長 石 は 0.1~ 
OSX, 自 形 性 の 強い , 短 柱 状 結晶 で An 59 へ ~64 (np =1.560~1.564) の 草 灰 長石 
で ある 。 FEO Cis HAO MOBIL ER BSH AEE LCi, 量 が 少く , 
殆ど OLN0 CHAO, か な り 自 形 性 の 強い 結 品 と し て 大 部 分 石 基 に 多く 含ま れる 。 環 
上 品 を な す も の は , %=1.685~1.690 2V(+)=60°~62° の 普通 輝石 で , 石 基 中 の も の は 
2V(+)=34°~37° DEF AY BiBACHS. RM, 石英 の 周り に 密集 する 反応 縁 の 交 石 は 
2V(+)=36° の BREE CHS, 叉 , 石英 は 長径 0.7~2 5A, BLV RAE SIT 
いる 。 結 品 内 部 に , include する 鉱物 は な い が , 結晶 内 部 に で きた , ABI RBA 
達する 。 SHRI AO GRE bo 次 に 斑 品 大 の 録 物 で か な り 長 柱状 の 鉄 物 が , KH 
YEG, 下 璃 及び 磁 鉄 鉱 様 鉄 物 に 置換 され て いる の が あり , HARARE ENS. MSC 
角 関 石 の 変化 し た も の と 考え られ る 。 VEMMMOM RICKER 緑色 鉄 物 が 含ま れ 
る 。 上 述 記載 より みる と , AEP PMROVVT Ss DEREBTC, 外来 結晶 を 伴う る も の で 
BALERS 
な お , 化学 組成 (第 2 表 7) は 管 て , 故 艇 健一 教授 が 研究 され た , WORK LOA 
SECS) に 近く , 特に , 同 教 授 の 理論 的 に 計算 され た , 標 要 石 玄武 岩 と 花 賠 岩 物質 と の 
ERE RBRO MACE T SZ ABRIR LORDS 


4. 4 B 

OT ieee dt 
入 層 準 に か な り の 距離 を も つて , 長沢 ドレ ライ ト の 導入 が み ら れ る 。 こ れ は 野外 地質 よ 

みて 前 者 の 導入 に 後続 し , 夏 に より 減 処 に 導 入 し た も の と 考え られ る 。 一 般 に fee 
BC, ドレ ライ ト が 薄い 岩 床 を 示す 場合 , 岩 脈 に 入っ つて いる 場合 , MlL-HOVPABRO 
中 で 最上 部 の も の 等 で は , 典型 的 な ophitic texture を 示さ な いこ と が 多い 。 然し , 同 
じ 地 質 関係 の 中 で , 同一 地域 に 於 いて 一 連 の 飛 入 岩 床 を 示す 場合 は , 何等 か の 成因 関係 を 
も つと 療 え られ る 。 本 報 文 の 瀬 見 及び 長沢 の ドレ ライ トト も 赤 そ う で ある 。 長沢 ドレ ライ 
} は 瀬 見 に た 比 し , SiO。 量 多く acid type? と され る 。 HOT. BLMAMARES DBR 
分 化 に よ つ て 成 生 され た な ら ば ぱ ば, MOM, 構成 鉄 物 の 種類 及び その 性 質 , 又は 化学 成 
分 上 より 何等 か の 関係 を も た な けれ ば な ら な い 。 然るに , HMM eR SL, 長沢 ド 
レラ イト は 外来 源 と され る 石英 , 角 図 石 様 物 質 を 人 各 む と 云う 特徴 の 外 に , 瀬 見 ドレ ライ ト 
の 分 化 の 末期 を 代表 する pegmatite, segregation vein (granophric) 及び sill の 上 部 
に み ら れ る dioritic layer に 多く C4, kalifeldspar を 全く 含ま な い 。 更に ドレ ライ ト 
の 分 化 の 進む に 従い , felsic mineral が 減少 し , wie quartz, kalifeldpar 等 が 約 6~ 
10% に 増加 する 。 一方, 長沢 ドレ ライ ト 中 の 充 塩 状 石英 及び 斑 璃 は 2~496 に 過ぎ な い 。 
構成 鉄 物 の 性 質 と し て , 石 基 中 の 斜 長石 は , 寧ろ 長沢 ドレ ライ ト の 場合 が calcic type 
で あぁ る 。 化学 成分 上 より みる と , SiO, 成分 は HILL 74 +O dioritic layer (第 3 表 


1) 艇 健一 : 九 大 理研 究 報 告 , 3, 昭 26. 
2) HILOREELT SiO。 量 を も つて する こと は , MPL OMAHA NAW 


従来 の 概念 の 下 で 説明 を 進め る こと に する 。 
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4) に 近い 。 Al。O。 成分 は chilled margin より も る や ゝ > 多く, Bic HEMBAK sok 
り は , か な り 多 く な る 。 鉄 成分 は 装 し く 少 な い 。 MgO 成分 は chilled margin より 少 
WAS, 分 化 の 進ん だ も の より は 比較 的 大 で あぁ る 。 CaO 成分 は , 著しい 相違 は な い が , 
pegmatite 及び segregation vein 中 の も の に 比較 する と , か な り 多 い 。 アル カリ 成分 
は chilled margin と 略 々 同じ で ある が , 分 化 の 進ん だ も の に 比較 する と 少 い 。 以 上 の 各 
性 質 を みる と , 長 沢 ド レラ イト は , 総 て の 点 で 瀬 見 ドレ ライ ト の 岩 禁 分 化 に よ つ て 出来 た 
と 考え 難い る の が ある 。 席 ら ちら く 瀬 見 ドレ ライ ト 岩 此 に 花 賠 岩 質物 質 の 同化 に より 長沢 ドレ 
ライ ト が 生成 され た も の と 考え られ る 。 最後 に, 簡単 に の べ る と , ドレ ライ ト は 出羽 丘陵 
の みな ら ず 東北 地方 に 広範 囲 に 分 布 し , 各種 の 岩 型 を 示し て いる 。 筆者 は 現在 の 段階 で , 
8 種類 認め て いる 。 こ れ 等 は , BHtEBd 4k), 東北 地方 に 於 ける 一 連 の 火 成 活動 を 示す 
YU 74 }BaEO BEE (rock species) と し た い 。 双岩 型 に な みな られ る 2 situ の 分 化 産 物 
は 岩 相 (rock facies) と され る 。 こ の 岩 相 と 岩 種 の 間 に , どう 云 う 成 因 関 係 が ある か , F 
分 検討 され る べき 問題 で ある 。 こ れ は , ドレ ライ ト 岩 禁 痢 入 の 地質 条件 の 解析 と , 各 岩 体 
の 詳細 な 実験 容 料 を 得 て , 初め て 解釈 され る で あら Fo 


B/ Rit) SOM EIR ¢ RERMOW FIC OWT 


On the measurements of the bearing-power and the modulus 
of elasticity of sandstone in the Torinosu series. 


@& 持 SC # (Fumio Kuramochi)* 


1. 要 =4 
東京 都 西 多磨 郡 自 多 摩 町 水 根 附 近 に 分 布 す る , VATE] RRNA RSE RIB 
に 属す る 砂岩 ・ 頁 岩 互層 中 の 砂岩 の 加 燥 状態 に お ける , 面 圧 強 度 と 弾性 係数 を 測定 し た 。 
また 前 記 の 測定 に あ た つ て , あら か じ め 見 掛け 比重 ・ 吸 水 率 ・ 有 孔 率 等 も 測定 し た 。 そ 
の 結果 2 岩 塊 (A - B) の 耐圧 強度 お よび 弾性 係数 は 次 の 通り で あぁ る 。 


岩 塊 面 圧 強度 ャ ング 率 _ ポア ツ ソ ン 比 体積 弾性 率 剛性 率 
kg/cm2? D/cm2x10U D/cm2x10"% D/cm2x10" 
A 2,681.3~3,447.3 6.5~7.8 0.22~0.27 4.1~5.3 2.6~3.1 
B 2,605.6~3,160.0 6.2~10.1 0.180.338 3.F26.8 2.2~4.4 
2. Bt 料 


当地 附近 の 地層 の 一 般 走 向 お よび 傾斜 は , N50°~70°W, NE60°~80° で , 試料 採取 
の 際 に , あら か じ め 附 近 の 地層 面 を 記載 し , 供 試体 作成 に あ た つ て 地層 面 に 平行 な 面 を 茶 
理 面 さす る は IRL, 

Bi) 30cm DABS 2 個 (A・B) SRL, それ ぞ れ Sem 立方 状 供 試 体 を 4 伺 ず つっ 計 


* 東京 都 水道 局 小河 内 貯水 池 建 設 事 務 所 
1) 藤本 治 義 : 関東 の 地質 , 45~50, 1932, 秩父 多摩 国立 公園 の 地質 , 6.9, 1953 
関東 地方 一 日 本 地方 地質 誌 , 17~19, 1953. 
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Bi ke = コル (x8) 


76 岩石 鉱物 鉱床 学会 誌 


SHE, さら に その 供 試 体 を 作成 する 際 に , それ ぞ れ その 一 部 か ら 5x5x0.5cm OH 
を 作成 し た 。 前 者 の 供 試 体 は 耐圧 強度 お よび 弾性 係数 の 測定 用 と し , 後者 の 岩 片 は 見 掛け 
比重 ・ 吸 水 率 ・ 有 有 和 孔 率 の 測定 と , さら に 頸 微 鏡 観察 用 の 試料 と し た 。 

BORNE RK AO RGAE RROD > 石灰 質 の 砂岩 で , BEML Civ, Eka 
に 不 規則 工 片 状 の 方 解 石 が 認め られ る が , NDB POAKRERAGSDELE HOD CH 
ら う 。 こ の 接触 部 は 一 般 に 密着 し , 部 分 的 に は 洒 移 し て いる 場合 も ある 。 


上 記 の 2 岩 塊 か ら 作成 し た , 
に 亜 角 春 状 の 石英 ・ チ ャ ー ト 


それ ぞ れ の 供 試 体 岩 片 を 鏡 下 で みる と (第 1 MSR), = 
SEG - ERG Db 720, Nb OME —AA 0.2~0.5 


mm 程度 で ある 。 COTM - RE - RS AKAD ONS 各 供 試体 岩 訂 
の 成分 を granular components—intergranular detritus に 分 ける と , 第 2 図 に 示 
す 通 り そ れ ら は subgraywacke~graywacke に 相当 する リ 。 


a 2 BY 3. il 定 
Intergranular detritus (1) 見 掛け 比重 ・ 吸 水 率 ・ 有 孔 率 Sx 
0.02An 5x0.5cm #@ Fre 110°C DF oR eB 
で , ZWEI TT eco, それ が 恒 量 
と な る まで 刺 燥 させ る 。 それ に 要 し た 時 
間 は 73 時 間 で ある 。 次 に この 岩 片 を 大 気 
FEOSE TC, 23°C ORIBKPABL, 
2 水分 が 完全 に 飽和 状態 に 達する まで , 即 
ち そ れ が 恒 量 と な る まで 蒸溜 水中 に 放置 
する 。 それ に 要 し た 時間 よ は 54 時 間 で あ 
FELDSPAR QUARTZ Bo さら に 水分 が 完全 に 飽和 し た 後 , 蒸 
Granular Components > 0,02 wm (od chert) WK (23°C) th CHEB L, welic ko OR 
i ye EB め た 。 また それ ら の 測定 値 を 表示 する と 
第 1 表 の 通り で あぁ る 。 
Ey + roa W, 
見 掛け 比重 We =e 
LR 
ーー 
aA RE a W, g WS Ws, 8 | 見 掛け 比重 | 吸水 率 % | 有 孔 率 % 
Are. 1 | 33 999.61 | Wasi; 2.725 0 | 0M 
2 34.57 21.98 34.64 2.13 0.202 0.553 
3 34.63 21.97 34.70 PY A 0.202 0.550 
4 34.98 A 35.03 2 The) 0.143 0.390 
Bw = il 34.83 BAO 34.95 VARIA 0.201 0.544 
2 33.91 21.47 33.99 Ziel 0.236 0.639 
3 34.41 21.80 34.50 SR A 0.262 0.709 
4 34.84 22.09 34.92 2.02 0.230 0.625 
— ES ea ee ee eee 


1) Pettijohn, F. J. : Sedimentary Rocks, 227.228, 1948. 
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W.-W, 


吸水 38 7 x 100 
1 
ee ee NGS 160 


1 

Wy) 乾燥 時 の 空気 中 の 重量 (g) 

W, … 完全 飽和 時 の 蒸溜 水中 の 重量 (g) 

Wy 完全 飽和 後 燕 溜 水 中 か ら と り 出 し , 試料 の 表面 に 附 着 し て いる 水分 を 布 で 拭 

取っ つた 時 の 容 気 中 の 重量 (g) 
G … 見 掛け 比重 
(2) 耐圧 強度 ・ 弾 性 係数 Sx5x5cm 立方 状 供 試体 を 前 と 同様 11C°C DL martes 

THC, 容 気 浴 に て 断続 加熱 し , それ が ほ ゞ 恒 量 と な る まで 整 燥 させ る 。 そ れ に 要 し た 時 間 
は 244 時 間 で , PER LRM OR IRE SE (W) は 第 2 表 に 示す 通り で ある 。 


第 2 胡 
SS ee NUE LE 
Es ee ee mee (P77 > v eon Mes 
cm?| Wg ton| kg/cm? em2| 7 £6 ava) i0u “cm? 
: | x 104 us x 1011 
A- 1 25.05 | 341.27 | 75.4 3,001.0 7.8 0.27 ye 3.1 
2 25.10 | 341.92 | 67.3 2,681.3 7.0 0.23 4.3 2.8 
3 25.15 | 339.83 | 86.7 3,447.3 6.8 0.22 4.1 2.8 
4 25.05 | 339.90 |. 76.0 3,033.9 6.5 0.25 4.3 2.6 
B= | 25.00 | 338.10 | 79.0 3,160.0 7.0 0.33 6.8 2.6 
2 25.10 | 338.38 | 72.1 2,872.5 GEZ 0.21 3.5 RS 
3 25.10 | 339.18} 65.4 2,605.6 | 10.1 0.15 4.8 4.4 
4 25.00 | 338.50 | 72.5 2,900.0 7.3 0.23 4.5 3.0 


これ を Desiccatcr 中 に 移し , 常温 に な る の を まつ て , 荷重 面 (地層 面 に 平行 ) 以 外 の , 
- そ れ に 垂直 な 任意 の 1 面 の 中 央 に C-1, Strain gage!) を 1 個 接 着 さ せる 。 Strain gage 
を 接着 し た 各 供 試 体面 は 第 3 図 に 示す 通り で, HAAR PORSENIt segregate し た 不 
目 則 状 の 方 解 石 細 脈 を 示す 。 こ の Strain gage に よ つ て , 荷重 方 向 の 短縮 と それ に 直交 
方 向 の 延長 と を 測定 する 。 第 4 図 は C-1, Strain gage の 模式 図 と , それ を 供 試 体 に 接 
落し た 状況 を 示す 。 

地層 面 に 直交 の 短縮 方 向 と それ に 平行 の 延長 方 向 の Wire strain gage を , Wire resis- 
tance strain meter (A 電源 1.5V, 200mA. Beye 90V, 20mA.) の 測定 用 端子 に 接 
HET So 次 に アム スラ ー 型 試験 機 に よ つ て , 供 試体 に 徐々 に 荷重 を 加え , 荷重 1 ton 毎 に 
交互 に 短縮 ・ 延 長 の 両方 向 の 電気 抵抗 の 変化 に 伴 な う 単 位 長 さ に 対す る 変化 , 即 も A7/7 
を 測定 する 。 耐 圧 強度 は 荷重 速度 に よっ つて 若 征 変化 する の で , 荷重 速度 を ほ ゞ 一 定 と し , 
1 秒間 あたり 1 kg/cm? と 規定 し た 。 また 試験 機 の 加 圧 板 と 供 試体 の 荷重 面 の 間 に atta- 


1) Wire Strain Gage, Type C-1. 2 軸 90 度 直交 
gage length : 21mm 
gage resistance : 120.002 (+ 0.39) 
gage factor : 2.03 
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第 3 図 ( 上 下面 は 荷重 面 ) 


第 4 図 


L 


r---- 


a 


c 


chirent # FAV, & BYCARH SAC, Hite CX AZRWRUS EAL R, TO 
PRmIc k AYE ARIE FD gage cae 

上 述 の 測定 値 か ら , 荷重 と 単位 長 さ に 対す る 変化 |Al/1| の 図表 (第 5 図 ) を 作成 し , を 
Maro 7 TE - KT YY Ties BZ, 2 OA 荷重 を 加え た 当初 一 般 に で ~3ton 
ALORA BS |1A り | ほそ れ 以 降 の 荷重 に 対す る 1A7/7| の 割合 より DREW, Hoe 
Al/T の 変 曲 点 が 認め られ る の で (第 5 BBR), ヤン グ 率 ・ ポ アツ ソン 比 算出 に あ た つ て 
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は , それ ら の 範囲 を 除外 し , ほ ゞ 比例 直線 関係 に ある 範囲 内 に お いて 求め た 。 さ ら に ネン 
グ 率 ・ ポ アツ ソン 比 か ら 体積 弾性 率 ・ 剛 性 率 を も 求め た 。 また 供 試体 の 耐圧 強度 は 破壊 
EDS ROR SO CHSo 上 述 の 測定 か ら 求 め た 物理 的 講 性 質 は 第 2 表 に 示す 通り で あ 
Bo 


4. % 察 


耐圧 強度 を 求め る 場合 , 特に 問題 と な る の は 偏 荷重 と 荷重 速度 で ある 。 ETRE 
な くす る た めい に , 供 試 体 作 成 に あ た つ て 充分 注意 し , 完全 な 立方 状 供 試 体 を 作成 する よ 
う 努 力 し た 。 ま た 荷重 速度 は 前 述 の 通り 1kg/cm?2?/sec., 即ち も 1 秒間 あたり 2ke (荷重 
面積 25cm?) の 荷重 を 加え た 。 一 般 に 荷重 速度 を 早く する と , KRAOMERBEI NS 
(AZAMARA ENS . 

弾性 係数 測定 に は 2 軸 90 度 直交 の Wire strain gage (C-1) を 用 いた の で . 同一 供 試 
体面 に お いて , 短縮 お よび 延長 を 測定 し うる 。 従っ つて 仮り に 偏 荷 重 が 若干 作用 し た と し て 
も , それ に よる 誤差 は 僅少 で あぁ る 。 

耐圧 強度 は 試料 の 見 掛け 比重 ・ 吸 水 率 お よび 有 有 孔 率 等 に 関係 が ある 。 即ち 見 掛け 比重 
が 大 きく , 吸水 率 ・ 有 孔 率 の 小さ いも の は , 一 般 に その 耐圧 強度 が 大 きい 。 

紅 性 係数 , 特に ャ ング 率 は 供 試体 に 令 ま れる , 分 衣 し た 不 規則 工 片 状 方 解 石 の 量 お よび 
方 解 石 の 発達 方 向 と 圧縮 荷重 方 向 と に 関係 が ある 。 そし て 華 片 状 方 解 石 の 多い 供 試体 は 
ャ ング 率 が 小さ いこ と が 認め られ る 。 即ち |4A4/ 放 | が 大 きい こと を 意味 する 。 従っ つて 密着 
Te LYRE LOWS, 方 解 石 と 砂岩 の 接触 部 は 相対 的 に は 副 い こと が 考え られ る 。 次 に 供 
試体 の |A7/7| は 含ま れる 工 片 状 方 解 石 の 発達 方 向 と , 圧縮 荷重 方 向 と の 関係 に よっ つて る も 
差異 が 認め られ る 。 そ し て 前 記 の 2 方 向 が ほな ゞ 平行 の 場合 に は , 単位 長 さ に 対す る 長 さ の 
変化 が 大 きい 。 例え ば 試料 A-4, B-2 に お いて は , その ャ ング 率 は 他 と 比較 し て 小さ 
Wo 即ち 長 さ の 変化 |A/7| が 大 きい こと を 意味 する 。 

試料 B-3 の 耐圧 強度 は 比較 的 小さ く , また 弾性 係数 測定 結果 を みる と (第 5 図 参照 ), 
直線 比例 関係 が 認め られ な い 。 こ れ は 供 試体 に 荷重 を 加え て 行く 場合 , BAKA LD 
EL OREN RATS [4//1| の 不 規 則 な 変化 に よる と 考え られ る 。 従っ つて それ か ら 算 , 
出し た 弾性 係数 は 誤差 を 伴う の で , 一 応 除 外し た 方 が よい と 思う 。 
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試験 の 試料 と し て 用 いた 砂岩 中 に は , し ば し ば 方 解 石 脈 が 不 規則 薬 片 状 に 令 ま れ て いる 
NC, それ ら が 試験 結果 に 影 枚 を お よ ぼ し て いる 。 そ こ で さら に 方 解 石 の 比較 的 少な い 試 
料 に つい て 試験 を 行う 予定 で ある 。 

終り に の ぞ み , 種々 御 教示 を 賜 わ つ た 当所 所 長 佐藤 志郎 氏 に 対し 深 其 な る 感 調 の 意 を 表 
3 Do 
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On the carbonate minerals associated with ore deposits 
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1. REBMRMYORMELRR 

ees X さき に Pe oKMO HELIS OW TC, 一 般 に 早期 より REC BAE, Fe, 
Mn 等 を 混 じ , Mg に 富む 傾向 ある こと を 述べ た 。 

2 DED RBA ( RRR ORRE OB ?, EROBRORRES OZ 
等 が 主因 で あぁ ろう が , MRUBARKS PS CLRBRRMOREE (HEEOR ES) see: 
な 因子 と な る 。 

九州 の 金銀 鉱床 で 炭酸 塩 鉄 物 を 多 産 する 場合 , その 品 出 時 期 に も 主要 な 鉱石 鉄 物 の 品 出 
と 同時 , 叉 は 前 後 す る 種々 な 産 状 の も の が ある 。 も し も これ ら 各 時 期 の 炭酸 塩 鉄 物 の 違 ひ 
が , 化学 成分 の 傾向 か ら 明 示 出 来る 場合 に は , 探 鍼 の 際 の 大 き な 指 針 と な り 得 る 。 し か し 

この た め に は , 1 鉱山 に 於 ける 多数 の 綿密 な 検討 が 必要 と な る が , 同時 に その 主 及 び 副 成 
分 に か な りな 変化 ある こと が 望ま し い 。 九州 の 金銀 鉱床 で は ATIRO EVAR ARG 
で ある こと が 多く , この 点 主 及び 副 成 分 の み で , その 品 出 変化 の 傾向 を 確認 する こと は 困 
難 で あぁ ろう 。 但し 串木野 鉄山 や SCL, RCRA EL, 紫 等 が 九州 金銀 鉱床 
で 上 述 の 傾向 を 解く key mineral (element) と な る 可能 性 が ある 。 山 ヶ 野 鉄山 産 方 解 石 
の な か で , BARONE DOL, これ を 切る (又は 覆う ) 後 期 品 出 の も の に 就 て 検討 し た 
1 例 で は , 前 者 MnO1.7896 MgO 0.749%, FeO 0.90%, 後者 MnO0.45%, MgO 1.6 
196, FeO 0.48% で , 初期 に は Mn, 後期 で は Mg が それ ぞ れ 増加 する 。 MIN MASK 
床 産 の も の で は Mn に 富み , 方 鉛 鉄 々 帯 3.7196, 亜鉛 鉄 々 帯 9.96~12.6296, 磁 硫 鉄鉱 


Rie. 2.1096, 岩 脈 に 伴う も の 1.3396 で , MSGR Mn を 増す 。 然し Wena 
で は Mn は 含ま れ 如 (第 3 及び 4 表 )。 


2. 共生 鉱物 と の 関係 (特に 鉛 ・ 了 亜鉛 鉱 体 中 の 満 供 アン ケル 互 ) 
一 般 に 鉛 , 亜鉛 鉄 床 叉 は 半年 鉛 鉄 を 多 産 する 鉱床 で は 含 満 俺 炭酸 塩 讐 物 を 産 す る 傾向 


* AMAL 
1) Bese: PATE, 25, 1952. 
2) 従 つ て 微量 成分 の 研究 が 必要 と な る 。 第 2 報 の 報告 の 予定 で ある 。 
3) 
) 


塩原 幹 治 : 九州 鉄山 学会 誌 , 19, 1951. 


4) SPIN GRIND AGKARC SBE & 1 PRED 1] “CHB Gk > BOL EA Sk —> BEBE GK HES 
至る 帯状 分 布 が 知ら れ て いる 。 
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第 3 図 大 分 県 豊栄 鉄山 に 於 ける 


Mr- アン ケル 石 の 産 状 


Icm 
C.-T yv*NvAG. D--- 2 Pq, 
Fa, J £96k, QR, 
M ARR BCMD, 2 
EL CHR ED RA! (ARK 
磁 硫 鉄鉱 を 伴う ), P… 黄 鉄 鉱 


は 石英 夷 岩 に 伴う る の は Mn 
に 逐 し く , 鉄 体 近く の 岩 脈 で 急 
に Mn を 増し , Mok CE 
亜鉛 鉄 々 帯 に 近 ず く 程 急激 に 
Mn を 増す が , 類似 の 関係 は 秩 
SQGKIU RE” (第 6 表 ) の も の で 
る も るみ られ る 。 この よう な 傾向 
は いずれ る も 四 亜 鉛 鍼 と Mn と 
の 間 に , 何等 か の 密 な 関係 ある 
こと を 物語 る が , し か し 矢 張り 
Re EID Mn の origin 
が , 単に PQRRSASK AO Mn 深 
出 の みなみ で その 総 て を 説明 する 
に は , POV ORR A, 規則 あ 
る 随伴 関係 を 有する 。 

Mn?+ (0.91A) は Zn2+(0.8 
3A) 及び Fe2+(0.83A) 等 と ィ 


像 され る リ 。 そ こ で 第 3 図 の 際 亜 鉛 鉄 中 心 部 
と 外縁 部 に つい て Mn の 分 布 を 検討 し た 結 
果 , 第 7 表 の よう に 中 心 部 で は 外縁 部 より も 
$F Mn の 含量 が 高い (同時 に Fe MFRS 
く な る )。 RIV INGE PMLA REAR 
CIEE 2S. ご の よう な 事実 か ら , 

アン ケル 中 の Mn や Fe の 1 部 は , それ ら 
と 密 に 共生 する PS SK D Fe > Mn に 
あお い だ も の で は な いか と いう 任 問 が 生 ず 
Bo 伏 レ 王 方 第 7 ROL 5 APM, vA 
meng iat Mn 変化 , 即ち BRA Oo 
% OF Mn RU Fe に 逐 し く な る 進化 の 一 
傾向 を 示す も の か る も 知れ な い 。 そう で あれ 
Re ek OD Mn は , BoeReh ek} OD Mn 
変化 と それ 程 直 接 的 な 関係 を 有 し な いも の 
と も 云え る 。 前 述 し た 対 州 鉄山 産 方 解 石 で 
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WESSEL (分 光 分 析 に よる ) 
産 状 Mn 0% 
Skarn | TR fe 色 Se 明 0.5 
Wife 4 " 0.5~0.7 
Re ee BH 0.7 
| 7 | 
応 酸 塩 讐 物 | TP ats # | 0.5.0.6 
と 共生 | iY 0.4~0.3 
周 緑 部 | 0.05~0.1 
| ” 0.4 
a ” \PRERHESKD HOD % Da) 0.004 
SR GH) GH | 方 鉛 鉄 と 共生 0.004~0.001 


* ZO AS bei skiy & FAL 72) OA BE 


SAGE (?) 


ォ オン 半径 を 近似 し , 展 々 密接 に 行動 を 共に する 。Zn 及び Mn 2 Hic BAR LOKEMB 


集 す る が , 叉 志 に 種々 の 同型 化合 物 を 作り , (例え ば ZnS 及び MnS と も に Nacl Ho 


1) アン ケル 石 と 同時 に 上 品 出 し た 伏 物 は , 石英 , BOS, UnAz PIE EA kT USS 


次 生 自 鉄 鉄 及び 毛 鉄 (MARUCMOBALBAGNS) BC, いずれ る 初生 硫化 物 の 理 


WL I2SOLBRENS 


2) 近く 詳細 は 別 の 機会 に 述べ る 。 
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類 質 同 像 で ,. 両者 の 構造 一 Zn-S 2.33,A. Mn-S2.44A— ゃ も 極め て 近似 する ) この た 
め Mn は 著しい 親 石 性 , 叉 Zn は 親 鋼 性 に る か ゝ わら ず , 隊 亜 鉛 鉄 中 に は 常に 0.1~19% 程 
BO Mn が 含ま れる 。 MICH ALS が 充分 存在 すれ ば , 際 亜 鉛 鉄 の 唱 出 に 伴う Mn 
は Zn の 1 部 を 交代 し て 沈 江 す る に 正 ま る が , も し も HLS に 乏しく , CO。 が 多量 に あれ 
vz, Mn は むし ろ CO。 と 結ん で 炭酸 塩 鉄 物 を 作る 。 紫 等 の 関係 は 次 式 の よう な 仮定 の 方 
BX CBHERS o 

Zn CO,+ MnS-»MnCO,+ ZnS AH (—22.4) 

も し も ZnCO。 と MnS が 反応 し た 場合 , 強い 分 極力 を 有する Bi ty (この 場合 , 
Zn?* > Mn?*) td, MAN ABW Bi tv (LOBES > CO) LHRH, FEY 
右側 の 方 へ 反応 は 進む り 。 Bic この 場合 の 熱量 (AH) は - 22.4 と な り 2), この 方 程 式 の 
矛盾 の な い 事 を 示し て いる 。 この 方 程 式 は , 甘 。S に 対し て 充分 な 量 の Zn が 存在 する 場 
合 , も し も Mn が S と 結合 し よう と し て も , Zn が 存在 する 限り MnS の 生成 は 困難 な 
こと を 示し て いる 。 BB KRACK TH alabandite (MnS) is, 関 亜鉛 鉄 に 伴 つ て 少量 
産 す る が , 同時 に 多量 の 姜 満 俺 鉄 及び イネ サイ ト そ の 他 の 含 満 俺 理 酸 塩 鉄 物 と 共生 し , Zn 
が CO。 や ゃ SiO。 等 と 結ぶ 割合 いた に 比べ て , Mn BS と 結ば ぼれ る 率 は 極め て 少 い 。 

第 8 厄 は 若干 の 硫化 物 及 び 炭酸 塩 鉱 物 生 成 の 際 の 熟 量 及び 自由 エネ ルギー の BERL 
Te), BO LBB COs” と の 親和 性 強く , 下方 程 逆 に 親 銅 性 を 増す 。 こ の 事 か ら る も 
CO。~- ィ オン に 対す る Mn2+ 及び Zn2+ イ オン の 親和 性 の 違い が 充分 用 え る で あろ 3 う 。 

BUY Bteic Zn と 共に 集め られ た Mn は , た と え 関 亜鉛 鉄 床 に 多量 存在 し て も , S と 
結ぶ も の は 極め て 少く , CO. と 結ん で Mn- 炭 酸 塩 鉱物 を 作る で あろ う 。 結局 この よう 
AIEZOVEAR BARC Fie RARE OK 2 MEO ERR L BDNSZo 


3. ROYBHKEAOZS 第 8S 表 若干 の 元素 の 硫化 物 及び 炭酸 塩 
FBG IKE YY 品 出 す 鉱物 生成 の 際 の 熟 量 及 び 自 由 エ ネル ギー の 差 
By V. M. Goldschmi 
る 条件 は , ガス 期 に 於 ける CO。 (By Goldschmidt) 
4 ‘ ~-rr ; |ARY (in Kceal. 
分 圧 が , 平衡 値 以下 に 降る こ ts ae | eee a 
[Cas a 
Zo 44 valor (00s 2 MgCO,—Mg$ ~ 182.44 4 
aiid [Ca--][CO”,]=K¢é MnCO,—MnS —175.01 —156.48 
CACO, CaS 223 — 154.86 
超過 する こと , RUE D SrCO,— SrS —168.95 | —151.04 
Caco), nae tices FeCO,— Fesa@ =155.89 — 137.64 
ずら れる 。 これ ら の 条 ZnCO,—ZnS 152.68 | —134.41 
Se A ia CaCO; —Cd$ —146.54 | --129.92 
は 勿論 温度 , 圧力 及び PH 等 に CuCO,—CuS = 191.19 —111.68 


大 きく 左右 され る 。 
一 般 に 炭酸 塩 鉱 物 は 常温 の 場合 , 強 ア ルカ リ 性 で も , MBC STAR Zo 

RRR MeE-ZO CO。 を 含ん だ 沙 液 中 に 放置 し た 場合 , Mg の 炭 酸 塩 鉄 物 の YAH 

ER iv 2), この 際 温 度 , 圧力 及び pH OA(LD ABEL RIC REAR TAL, 更 


1) Ramberg, H. : The origin of metamorphic and metasomatic rocks, Univ. 
Chicago, 275, 1952. 
2) Goldschmidt, V.M. : Geochemistry, Univ. Oxford, 17, 1954. 
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第 4 図 Fe 及び Mn 鉄 物 生 成 の 
BO pH 及び Eh の 影響 (Mn の 場 
SEM) (By W.C. Krumbein 
and R.M. Garrels) 


に その 陽 イ オン の 酸化 ポテ ン シ ャ ル の 変化 
る 大 き な 有 要因 と な る 。 HLA BIN Ct 
も 明らか な や うに , 葵 鉄 鉄 及 び 其 漠 俺 鉱 が 沈 
小 す る た め に は , PH が ボア ルカ リ 性 で あるこ 
t > 同時に, 酸化 還元 ポテ ン シ ャ ル が 0.3- 
0.1 (BL pHick DAib) CHINES 
な い 。 DULSENLLERMIALY F ORILEIT 
ポ ボ ポテンシャル に あれ ば ぱ ば , 二 酸化 マン ガン 鉄 や 
By VY WYK, 又は 赤 鉄 鉱 及び 黄 鉄 鉄 を 生 ず 
Bo これ は 常温 の 場合 *) の 例 で ある が , も 
し る も 温度 や pH が 変る と 酸化 還元 ポテ ン シ 
ャ ル る も 変化 する 。 一 般 に 温度 及び pH 238 
加 す る 程 , 逆 に 酸化 居 元 ポテ ン シ ャ ル は 低く 
な る の で 3), Eh 及び 温度 の いずれ か が 上 昇 
L Cds BRR BM EROZ MIL, 益々 Eh 
の 値 の 低い 区 域内 で な いと 生じ な いこ と に 
な る 。 

前 述 し た 藤津 郡 五 町 田町 採石 所 の 安山岩 
Zeit RAH (1M) Bey 7 
状 及 び 塊 状 を な し て , TRERGRER UB CHEK E 
伴う 部 分 が ある 。 これ は pH BALL» 
めか , も し く は PH に 変化 は な く て も , そ 
OWMERAOME, Eh も 変化 する の で , Eh 
が 高く な つた 場合 に 赤 鉄 鉄 を , 又 低下 し た 場 
合 , 硫化 鉄 を 生じ た と る も 解釈 出来 る 。 熊本 
県 栃木 温泉 産 石灰 華中 に も 第 9 表 の ょ うに 


FOR HRA DT RRA HG AER TRE AK 


産地 | BRS 


SiO, | Al,O, 


A 栃木 温泉 下流 


URSA 0.98- 
淡 赤 福 色 7 0.90 


少量 の 赤 鉄 録 を 伴う 部 分 (両者 は 互 に 互層 する ) 


Fe,0s | FeO | MnO | CaO 
0.42 | 0.10 | o.18 | tr. | 53.30 
0.53 | 1.85 | 0.12 | tr. | 52.92 


赤 鉄 鉄 に 富む 部 分 と 逐 し い 部 分 と が 互層 を な すこ と が ある 。 この 場合 も 前 者 と 同様 な 状 
態 が 考え られ る が , 特に Eh の 変化 は CO. ガス の 放出 量 を , pH, 圧力 及び 温度 変化 等 


1) Krumbein, W.C. and Garrels, R. M. : Jour. Geol., 60, 1952. 


2) AREA CT Se, 


4) Rankama, K. and Sahama, Th. G.: Geochemistry, 1949. 
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第 5 図 INGKULVCHAS BZ Bk Ee L PRM Bk & OBER 
(Total Fe と MnO Lox Ee RT) 


% (94 1v101)'9's, 


1. 石英 斑 岩 々 脈 に 伴う , 2. BRO LO, 3. HHO S, 
4. 亜鉛 帯 の も る も の, 5. 鉛 帯 の も の , 6. WEB (GA OMAIATYS) 


に 劣ら ず か な り 左 右 す る と 思わ れる の で , SORLMIRBRAMO VIR RA b AE 
的 に も 太 き な 影響 を 及ぼ ぽ す 。 

この よう に も し る も 録 化 作 用 の 際 に , 母 液 の 性 質 や , その 生成 環境 が 変化 すれ ば , RE 
化 の 度合 や , その 種類 に も 大 き な 影 響 を あたえ る 。 又 既 に 種々 の 炭酸 塩 鉄 物 が 共生 し て い 
た 場合 に は 落 解 度 の 著しい 種類 の み が 再 溶解 され る こと る も 考え られ る (これ ら の 結果 前 述 
し た 炭酸 塩 鉱 物 の 進化 現象 が ぶ み られ る に 至る で あぁ ろう 3)。 仮り に ARLE BRARUBE 
AREA ARR (既存 し て いて も ) し て も, BROBAGE & OK BELROARRH 
し , これ ら が 東 に 後期 に 再 沈 淫 すれ ば , その 結果 後期 程 Mg に 富む 種 が 富 化 され て 行く 。 
叉 方 解 石 と 寺 石 と が 共生 する 場合 も し も Mg, Fe 及び Mn 等 に 富む 沙 液 が これ ら に 作 
用 すれ ぽ , BPRERRAO ACI HEAL, 方 解 石 よ り も 容易 (即ち も 多量) に , RAOA 
圭 石 化 や アッ ケル 右 化 が 行わ れる で あろ 50 

又 一 方 炭酸 塩 鉱物 を 許す る と 解離 し て CO。 カス を 生ずる こと が が 知ら れ て いる 。 こ の 場 
合 圧 力も 少 か ら ぬ 影響 を あたえ る 。 一 般 に 菩 土 炭酸 塩 鉱 物 は 方 解 石 に 比べ て 容易 に 分 解 
する 。 叉 解離 の 容易 な こと と 同時 に , Mg? 4 tv 
は Catt ィ ン よ り も イオ キン 半径 が 小さ く , LORD 
COs FP LOSE KAY Or Hu. BEA 


MgO | Ig. loss | 合 計 
60 | Ig (Sa PERIOD O- イオ ォ ン 等 と 結ぶ 傾向 が 強い か ら , 次 
Er hit KOE ICBELMO RELI, 方 解 石 の それ に 比 
1502 | 42.74 | 100.08 べ て 遥か に 劣る D。 
2MgCO, + Ca,SiO, > Mg,SO, + 2CaCO; 
magnesite larnite forsterite calcite 


HVC ERGO RE PE ORBRAOMMEZL CCH, 変成 作用 の 際 に 苦 土 に 富 
む 種 は 分 解 し , 後に 方 解 右 の な を 残存 する こと も あり 得る 。 恐 ちく 含 銅 硫化 鉄 鉄 床 に 伴う 
炭 酸 塩 鉄 物 に Mg の 逐 し いこ と も , この よう な 生成 過程 の 可能 性 を 有 定 する も の で あろ 
ぅ (第 5 表 )。 第 10 表 は 愛 怒 県 優 量 鉄山 産 炭 酸 塩 鉄 物 の 化学 組成 を 示す 。 こ の うち 白雲 


1) Ramberg, H. : 前 出 , 287, 1952. : 
2) AVS - BR: SHR: 泌 大 工学 集 報 , 27, 181, 1953. 
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Ald, 含 銅 硫化 鉄 鉄 床 を 切る 交 石 安 山 に 伴う アン チ モ ニ ー 釣 脈 と 成因 関係 を 有 し , REIT 
岩 中 の レン ズ 状 方 解 石 よ り も 若い 成 活動 に より 生じ た ゝ * め , この よう に Mg に 富む も 
の と 思わ れる 。 


第 10 表 優 量 鉄山 産 炭酸 塩 ai 


産 eR ohms Sid, | "Al,O,' fT Be,0, | Cad 
緑色 片岩 中 の 石英 a. me) - = Pont 
方 解 石 レ ンズ (AWA?) | | 
アン チ モ ニ ー 脈 に 伴う 滴 俺 方 解 石 = ~ 0.56 | 50.30 
同 脈 近く , 同 脈 の 変質 帯 =I = A 1.02 0.78 | 8.04 | 30.00 
に 産 す る 


4. 総 括 

ea a Gl cs eR 
や , SYR AARP OMENTLEDNS IOS HSS BICVRMARL, GR 
の 変質 著しい 場合 で は , その 大 部 分 が wee nist nt t BONSM, 一 方 で ae 
化学 組成 の 変化 か ら , 側 岩 の みよ り 分 泌 さ れ て 生じ た と 簡単 に 速 断 し 難い る も の も ある 。 1 
例 と し て , RBRAMPO Fe や Mn の 1 部 は , PERMARMOBWES CO, と の 反応 に 
LY, 二 次 的 に 炭酸 塩 鉱物 中 に と りこ まれ た と 思わ れる も の が あり , ICEBAR 
の Mn-carbonate の 産 状 は , この よう な 過程 を 裏 看 きす る よう に 思わ れる 。 然し 叉 一 方 , 
Zn2?+ イオ ン と Mn** 及び Fe?+ イオ ン と の 和正 接 な 結晶 化学 的 類似 関係 は , むし ろ そ の 下 
来 が 岩 此 分 化 の 一 人 過程 と し て の 随伴 を 思わ し むる 。 

HERP REAROAMICIX, 種々 の 硫化 アル カリ と 共に , 硫化 カル シウム や 硫化 マグ ネ シ 
ユウ ツ ム 等 も , 金属 成分 を 運搬 する 重要 な 鍼 化 液 の 一 つと 考え られ て いる 。 特に 炭酸 塩化 作 
FORSSDS, 富 讐 帯 の 分 布 と 一 致す る 場合 等 で は , MRA CO, その 他 の 講 成 分 に 富ん で 
いた こと ・ ゝ 同時 に , Db RAR EHR T SMA, 上 述 の よう な 金属 成分 の 運搬 
液 の ! 部 を な し て いた と いふ 考え を 深く する 。 九州 の 金銀 鉱床 で , HE PRE ESE LB 
合 等 その 好例 と 云え る 。 

但し 蛇 紋 岩 や 滑石 鉱床 中 の 姜 苦 土 鉄 や 白雲 石 及び , 満 俺 鉱床 中 の Mn-carbonate で の 
Mg や Mn の 大 部 分 は , 溶液 より 新しく 加え られ た も の で な く , 明らか に 原 岩 より 供給 
され た も の で ある 。 叉 片 娠 や その 他 の 変質 岩 中 に み ら れ る 小さ な 方 解 石 脈 等 の な か に は 
分 泌 成 因 の も の が 多い が , これ ら は 多く の 場合 いずれ も 著 量 の 金属 鉄 物 を 企 わ な い 。 人 然し 
確か に 鉱脈 に 伴う 微量 な 炭酸 塩 鉄 物 の な か に る も , 小 出 博 り が 指摘 し た よう に 側 過 よ り の 分 
沙 因 と 思わ れる も の が 少く な い 。 だ が この よう な 成 酸 塩 鉄 物 の 由来 の 総 て を , 伝 化 辛 内 に 
於 ける 講 成 分 の 移動 か ら 詳 細 に 追及 する こと な くし て , た ゞ 漠然 と その 場合 の み の 分 泌 作 
用 に の み 速 断 す る こと も, 鉱 化 液 の 性 質 や ゃ , RAK MARO ? =X eMAT ZBI 
あぁ る 。 


1) 小 出 博 : 前 出 
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Fu) BE DBR RYO FSF CBR CBEIRO HY & OBR AN L RE, Fs AACE BRUCE 
う テ レス コー プ 鉄 床 に 伴う も の で は , 一 般 に Fe (Mn) に 富む も の が 多く , 更 に 録 床 の 分 化 
が 進む と , 純粋 な 方 解 石 , 時 に 白雲 石 等 と な る 傾向 が ある 。 叉 九州 の 洲 熱 水性 金銀 録 床 産 
炭酸 塩 鉱物 の 大 部 分 が 方 解 石 より な る こと 
も , これ ら の 鉄 床 の 特 徴 と 云え る 。 だ が , 
$f RSM e 増す に つれ て , RBG 
MnO | MgO | Ig. loss Total 中 の Mn も 増加 する 傾向 が あり, これ ら の 
BABU OTN Dh X OGRA BS, YH 
WORE, pH, redox potential 及び 共 
C209 ah 2621 41.53 100.69 And ty OBtCEO MELA ABA 強 
0.89 | 15.43 43.82 99.98 く あ づか つて いる 。 
同一 鉱 体内 で も 度々 種々 の 炭酸 塩 鉄 物 の 
共生 を 認 む る が , 一 般 に 早期 より Fe っ Mn っ 
Mg の 順に 増加 する 例 が 多い 。 こ の 傾向 は 赤 , 前 述 の 鉱床 分 化 と 炭酸 塩 鉄 物 の 種類 と の 関 
係 に ほ ゞ 一 致す る 。 一 方 三成 分 の 水 酸 化 物 が 沈 江 する 際 の pH の 値 を 示せ ぼり リ , 第 12 表 
の よう に Fe?2+ > Mn? > Mg?+ の 順に な る 竹 ア ルカ リ 性 を 増し , これ は 上 述 の 炭酸 塩 鉱 
物 の 進化 の 傾向 と 一 致し , Hb 品 出 順次 の 決定 に GRD pH が 大 きく 影 絡 を 及ぼ すこ 
と が 想像 に 難く な い 。 


te ic 第 11 表 水 酸 化 物 が 沈 潤す る 際 の DHE 
Se ee ee 


0.10 0.18 43.50 99.46 


EMO ROR Lit LNB —_ pH 
も , 変成 作用 即ち , か な り 広 い Fe3+ 3 
ARIES 温度 や 圧力 の WE fe ey 
が 考え られ る 。 “Nb5ORD : 
は , その RHE 変成 作用 を Me? s ia 
通じ て の 二酸化 炭素 の AED Ca2t 11 


直接 の 函数 と な り , 従 つて 分 解 

を 妨害 する に 充分 な だ け の 二酸化 炭素 が 存在 すれ ぽ , 広い 領域 の 温度 や 圧力 に 豆 つ て 安室 
で あぁ ある)。 そ れ で る 誠 酸 < マグネシウム は 炭酸 カル シウム より る も 遥か に 容易 に 分 解 し , 従 つ 
て 方 解 石 は 自 雲 石 に 比べ て 高度 の 変成 作用 に 対し て 安定 で ある 。 この た め 信 銅 硫化 鉄鉱 
床 で は Mg-carbonate は 少 い で し, も し も Mg-carbonate を 多 産 する 際 は , 一 応変 成 作 
有 後 の 炭酸 塩化 に よる も の と る も 考え られ る 。 


本 研究 に 際 し て 色々 と 御 指導 則 つ た 木下 急 城 教授 及び 貴重 な 標本 を お 分 ち 下 さ つ た A 
本 要 八 郎 ・ 松 隈 寿 紀 両 講師 , 宮 久 三千年 学士 に 厚く 御礼 申 上 げ る 。 


1) Rankama, K. and Sahama, Th.G. : 前 出 , 1949. 
2) AAIPBEOBRSPCAKBAUEET SSCORAMLEW KB 
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金属 鉱 床 学 渡辺 万 次 郎 本 書 は 著者 が 東北 大 学 理学 部 に 於 て 35 年間 に 吾 り , 金属 鉄 
床 学 の 議 座 を 担任 すら れ な だ 深い 経験 か ら , KIB RAW PREC HE CRABS EE 
える 導 に 書か むれ た も の で る 。 

従 つ て さき に 刊行 され だ 渡辺 武男 編 に よる 鉄 床 学 の 進歩 に 比較 し て , 常識 的 に 程度 を 低 
くし て まとめ られ て ある が が , 金属 鉄 床 学 の 接触 する あら ゆる 分 野 に つい て , 極め て 明解 に 
説明 が 加え られ , 何れ る 著者 自ら 研究 或 は 踏査 され た 事実 が 基幹 と な つて いる 点 で 惹 間 に 
よく 見 られ る 文献 を も と ゝ し た 編集 と 著しい 相違 が が あり, 本 閉 の 価値 及び 良書 で ある 所 以 
が ある と 者 え る 。 
AA tin, 第 1 編 総 論 第 1 章 金 属 鉄 床 の 成 生 第 2 剤 金属 鉄 床 の 変化 BIBS 
鉄 床 の 組成 HAMSRRROBR 第 5 章 鉄 床 の 構造 第 6 剤 金属 鉄 床 と 地質 BIB 
金属 鉱床 の 分 類 第 8 剤 金属 鉄 床 の 開 発 第 2 編 各 論 PIBRSCRRR BlRBSE 
BA: o- HI - O) 鉱床 第 3 誤 鉄鋼 金属 鉄 床 第 4 剤 軽金属 鉄 床 第 5 章 原 子 燃 料 
金属 鉄 床 第 6 章 そ の 他 の 金属 鉱床 (ASM, 2748, 共立 出版 株 式 会 社 , 5S0 円 ) UIA) 


20 万 分 の 1 長野 県 地質 図 及 び 説 明 書 長野 県 地学 会 編集 中 央 構造 線 と フォ オツ サ ・ マ 
TIO 2 大 構造 に よ つ て 切ら れ た 長野 県 の 複雑 な 地質 が 110cm x 79cm の この 大 地図 に 
よく 束 現 され て いる 。12 色 刷 で 印刷 も 鮮明 で あぁ あり, 凡例 は 65 に 細分 され , 長野 県 資源 調 
査 研究 会 , 小川 層 ・ 内 村 層 団 研 グル ー プ その 他 会 員 諸 氏 の 最近 の 研究 ・ 調 査 の 成果 が よく 
と とり入れ ら れ て いる 。 火山 や 深成岩 類 の 表現 に も う 少 し 工夫 の 欲し か つた 点 も ある が , 全 
体 と し て よく まとめ られ て いる 。 また 説明 書 は 73 頁 で , WA, 構造 , 資源 の 各 項 に わた 
つて 一 応 説明 され て いる 。 本 地域 の 研究 者 の みな なら ず , 日 本 全体 の 地質 構造 を 研究 する 人 
々 に と つて る も る 大いに 有益 で あろ うと 信ずる 。 (内 外地 図 株 式 会 社 発行 , 普通 650 円 , 表 
SL 1000) U\AI 


The chemistry of petrochemicals, Melvin J. Astle AQyh Ree (E7kKSR RC 
直接 間接 的 に 関係 し た 講 反 応 及 び 操 作 を , 石油 化学 工業 的 に 興味 あり 有 呈 つ 重要 な 最近 の 問 
題 を も 含め て , その 理論 と 実際 と を 系 統 的 に 著 し た も の で あぁ る 。 そ の 内 容 は 15 項目 に 豆 
る が , paraffins(2~3), olefins(4~6), diolefins(7), acetylen(8), naphthenes(9), 
alomatic hydrocarbons(10), olefin oxides(11), alcohols & ethers(12), aldehydes 
& ketones(13), acids, acid anhydrides & esters(14), amines & nitriles(15) に 
つい て , RISA, MOM, 反応 過程 に 必要 な その 他 の 要因 を 述べ て お り , 石油 化学 
工業 に 関与 する も の の 必携 と も な る べき も の で ある 。 (AM 2578, 発行 所 Reinhald 
Publishing Corporation, New York, 1956 年 版 , 2c00 円 ) [加藤 


The chemistry of petroleum hydrocarbons, B. T. Brooks, C. E. Boord, 


S. S. Kurtz, L. Schmerling jR(G7kKSe( 4x RIOICES 4 石油 化学 工業 上 重要 な 基礎 
化学 を 著者 等 に より 分 揚 集 録 さ れ た も の で ある 。 炭化 水素 自体 の 基礎 化学 と し て の 理論 
及び 機構 , 精 鑑 分 離 , HALA, 合成 並び に 誘導 体 針 造 に つい て の 現在 まで の 知識 を 系 
統 了 的 に 示し て いる 。 本 書 は 全 PRCESM, これ に つい て は 共立 出版 株 式 会 社 発行 (1956 
年 ) の 石油 炭化 水素 化学 講座 の 全 8 券 に より その 内 容 を , 石油 系 炭化 水素 の 種類 と 分 類 , 
物理 性 質 と 分 析 , 合成 , 分 解 と 改 質 , 及び 諸 反 応 の 順に 完訳 し て ある (AM 6728 (14), 
456 貢 (2 券 ) , 698 頁 (3 巻 ), 1954 年 版 , 夫々 18.00$, 13.50$ 及び 18.00$) (AnD 


8012, 新 鉱物 coffinite Stieff, L.R., 
Stern, T. W., Sherwood, A. M. 

コロ ラド 高原 の Uravun Oke ic eB 
し , YVA7ROBS PCBS S 25 以 上 
OBR RM SNe REMI, AIF 
YH, 低 原子 価 の バナ ジウ ツ ム 録 物 等 と 共 
生 し , BRMAt BRL CET S 極め て 
微細 な 鉱物 で ある が , AV AYRE 共に 
REDEBRME iT. 又 鉱 脈 型 の 鉄 床 
PHYAV AYR, HRV 7 BE 共生 
する も の が 見 出さ れ た 。 RRMLEY T 
RIO A, 光学 的 性 損 は 決定 出来 ず 化学 
分 析 値 , 比重 等 も 試料 に より か な り 異 る 
が , 水酸基 を 有する V7 y OBR CHS 
り , ※ 線 粉末 写真 は 正方 晶 系 の ジル コン 
型 を RL, その 単位 格子 恒 数 は ao=6.9 
4A, co=6.31 で ある 。 叉 赤外線 吸収 スペ 
クト ル は thorogummite Th (SiO,),_x 
(OH), と 類似 する の で , 化学 式 は U(Si 
O4);-x (OH), と 考え られ る 。 MRMA 
co 折 nite は この 地方 の ウラ ン 録 床 を 探査 
開発 し た R.C. Coffine に 因む 。 (Am. 
Min., 41, 675~688, 1956) [横山 ]〕 
8013, Alkali fA (Ill): 高温 長石 
の 光学 的 ・X 線 的 研究 MacKenzie, W. 
S., Smith, J. V. 

ハリ ) £44-anorthoclase-cryptoper- 
thite 系 に 属す る , 分 析 値 の あぁ る 20 価 の 
高温 性 alkali 長石 の , 文 線 像 と 2V ER 
め , 更に 加熱 し て 見 た 。 BAO AML, 
201 の peak が 分 れる か 得 か で わか り , そ 
の 存在 範囲 は Oreg_sg で あつ た 。 また 'b 
軸 振 動 写真 に よ つ て , ソー ダ 長 石 相 の 逆 格 
子 角 et, * を 求め た と ころ , 高温 型 に ほ 
ぽ 一 致し 同相 の 成分 は Orje_zs だ が , ア 


ax 


ル バ イ ト , ペリ クリ ン 両 双 品 か ら 各々 え 
た 値 が 多少 異 つ た 。 加熱 たよ つて X 線 的 
に 均質 化す る の に 正 長石 -microperthite 
系 は 1050°C で 長 時 間 か ゝ * つ た の に 対し , 
この 系 は 700° 数 時 間 で 充分 で あつ た 。 
同一 岩 中 の 試料 間 の 2V の 偏差 は , 成分 や 
BRAROZIO YD, 転移 進行 の 程度 に よ 
る と 思わ れる 。 2Va lk MAI. EDT 
Orjoo-eo で は 僅か に へ り , OFeo-aq で は 
ふえ , Or4o_-o で は ほとん ど 変 らち な い 。 
(Am. Min 41, 405~427, 1956) 
($a St) 

8014, H#RAO His VI : KAPHA 
ER Gay, P. 

成分 ANy7_73 の 種々 の 産 状 の 斜 長石 40 
個 に つい て , 成分 は 化学 分 析 と 光学 的 性 
BOREL, 構造 を X 線 単 結晶 法 で 調べ 
た 。 体 心 灰 長石 型 の 副 層 線 (b) に 相当 す 
る , BW AODREL TERME HEL TS, 
正規 の 中 間 型 構造 が , 大 多数 に 認め られ 
た 。 (b) の 分 離 の 大 き さ は , 成分 に 対し 
て 直線 的 に 変化 する 。 この 構造 は 低温 型 
MRA CL, a 及び bith FiO (b) の 分 
離 が それ ぞ れ 0 に な る 点 , 即ち Angoo5 
と AN 75 と の 問 に 見 られ る 。 な お (bd) 
の な い , いわ ゆる 曹長 石 型 や , JPBICES 
WIOBBFSoIA, これ ら は いずれ 
も , 産 状 そ の 他 か ら 高 温 型 及び 少 移 型 に 
相当 する も の で あつ な た 。o.: ま な た 前 閉 (V) で , 
An.o_so に 認め られ た HORE BASE 
は , 低温 で は 分 離し た 安定 相 と し て は 存 
在 も し な い 。 (Min. Mag. 31, 21~40, 
1956) CF 
8015, RRB-AFTNVVYEIRAR 
Christiaan de Wys, E., Foster, W.R. 

ia - KERB t 7 Vey (Ca, Mg 
Si,0,) 三成 分 系 の 平衡 関係 研究 の 一 部 
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と て この 成分 系 の 研究 を 行う た 8 
BURNS ALHE Zz CaCOs, MgO, Al,O;, RU 
SiO。 を 用 い , Hwee LY, 生成 
PNIABANRU ※ 線 的 に 確 め た 。 こ の 
二 成 分 系 は 簡単 な 共 融 関係 に あり , FRR 
点 は 1234°C" で その 成分 は An46, Ak54 
重量 百分率 ) で ある 。 CaAl。 SisO。 (An) 
と Cay MgSi。O, (Ak) の 中 間 成 分 に 於 い 
て , Al を 含む melilite 族 の 他 の 結晶 ( 例 
えば gehlenite Ca,Al SiAlO,) は あら 
DNBWC, KRRMLATVVYBEHK 
生 す る 。 オ ケル マン 石 は 従来 1325°C BL 
fli: RERIEM CHS EBA SN CW? 
, 本 実験 に よれ ば , これ より 更に Ae 
Krai 1125° 附近 まで ) 安定 で あろ 
うと 思わ れる 。 Mw KRAD=ESR, AA 
BRU AA OMA EO BARS ABB DCL 
42.75 2.D72, (Jour. Am. Cer. Soc., 39, 
372~376, 1956) [長谷 川 〕 
8016, 人 工 結 晶 中 の HABRWORA 
Zerfoss, S., Slawson S.1I., 
天然 の 結晶 や HRB CAM Li tei 
PAM, 特に Ammonium dihydro- 
gen phosphate (A-D.P.) NH,H,PO, 
に つい て , ERE CRE L 7 HERB aR L 
て いる 。 BS A.D-P. は 母 液 の 温度 を さ 
Wo> 結 品 を 生長 させ る 際 , 種 結晶 か ら 
大 き な 単 結晶 を 作り あげ る 間 に , 一 定 の 
方 向 を も つた ベー ル (UNS % BEM & 
らん だ 薄い 幕 ) が 生じ 易い 。 この ベー ル 
の 出来 る 原因 と し て , 結晶 の 生長 過程 の 
中 断 及 び 不 連続 を 指摘 し , 更に 天然 及び 
人 工 結晶 中 の AEM, これ と 同様 の 老 
え 方 で 説明 出来 る こと を 述べ て いる 。 
(Am. Min., 41, 598~607, 1956) 
(KK) 
8017, シリ カ 構 造 想 の 研究 (1!) GaPo,, 
GaAsO, 及び GaSbO, Shafer, E. 
Ci RO, He 


A Bt O, 型 の 化合 物 の うち も, AS+E 


a 


LT Ga を ひっ 7 GaPO,, GaAsO,, 
GaSbO, IZOW CT HN ~=Ga PO, tz 
は , 石英 と クリ スト バル 石 に 相当 する 二 
型 が ある 。 石英 型 の も の は 低温 石英 に 似 
TPR FTV, を -8 転移 は 明 瞭 で な く , 
933°C G7 YVAPRANV BMS 7Y 
スト バル 石 型 の GaPO, は 1670°C CK 
融 し , 類 融 体 か ら 硝子 は 生じ な い 。 Ga 
ASO, は 低温 石英 型 の も の だ けが 存在 し , 
1000°C で Ga20』 と As20』 に 分 解す る 。 
GaSbO, は 金 紅 石 型 の 構造 を も つた も の 
し か 作れ な か つた 。 斉 に これ 等 の 化合 物 
の SiO。 IRILT BBE SiO。-GaPO。 K 
に 於 いて 調べ た 。 SIO, は 高温 に 於 いて ク 
リス トバ ベ バル 石 相 中 に , GaPO, eK 25% 
固 深 体 と し て 含む こと が 出来 る 。 (Jour. 
Am. Cer. Soc., 39 330~336, 1956) 

LEB) 
8018, MnCO,, FeCO, m3Ass fe 
Kissinger, H. E., McMurdie, H. F., 
Simpson, B.S. 

BOK BM CO < OT REZ MnCO。 及 
U FeCO。 を 100~1200°C 間 に AB 
て , 100°C 毎 に 高温 X 線 写真 を と り そ の 
変化 を 調べ た 。 MnCO。 は 容 気 中 で ある 
と 300~500°C 間 で 分 解 し て 非 唱 質 と な 
y, 600°C, ¢ Mn,0, £%4. ELT 
1000°C で Mn。O,。 と な る 。CO。 ho MB 
で は 非 品 質 と は な ら ず , MnO & Mn,O, 
が 生じ ,600°C で Mn。O04』 と な る 。 MAE 
性 気体 中 で は Mn;。O。』 が 少量 生ずる が , 
1000°C で すべ て MnO 〇 と な る 。 FeCO。 の 
場合 は 空気 中 で は 500°C で 完全 に Fe。O。 
と な り , CO。 中 で は Fe。O。』, 又 不 活性 気 
ARCs FeO と FesgO4 に な る 。 こ れ ら 
の 反応 系 の 関係 か ら , BMbABHY VS Beds 
れる 反応 式 は 示 差 熱 分 析 の 結果 と ょ よく 一 
IL (Jour. Am. Cer. Soc., 39, 
168~172, 1956) CAEL 
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8019, 地質 的 起源 か ら 見 た serpenti- 
ne 中 の 徴 量 成分 の 関係 Faust, G.T., 
Murata, K.J., Fahey, J. J. 
Serpentine group (cd AgkmMe & 
む 超 塩基 性 岩 (dunite, pyroxenite, peri- 
dotite 等 ) を A class と し , 変成 作用 起 
源 の serpentine を 含む 岩石 類 ( 変 成 作 用 
を 受け た 石灰 岩 と dolomite, 接触 鉱床 
eA, PKI) & Bclasst Lt, その 
中 の serpentine に つい て HERDED 
光 分 析 に 依っ つて 定量 し た 。 Serpentine 中 
の 微量 成分 の 研究 は TORMO VRC 
LC FRO keSZt RW, Aclass の 
serpentine は 0.01% 以上 の Ni を 含む 
事 で B class の それ と 区 別 す る 事 が 出来 
叉 前 者 は Cr, Co, Sc に 宮 ん を り , 後者 
i BICBACWSZEBIG HRI ser- 
pentine HOBEMRALTORBO RAY 
VERT So B は 外部 か ら 導 入 さ れ た る も 
の と 思わ れる 。 或 る 種 の 岩石 は serpen- 
tine に 関係 を 持つ pegmetite を 作 つ た 
液体 か ら 導 か れ た も の で ある 。 MAID 
析 に 依っ つて 検出 され た 元素 は Ni, Cr, Co, 
Sc, Cu, BE RE Al, Ca, Ba, Zn, 
Ge, Ga, As, V, Na, Be で A class 及 
U Bclass の 夫々 4 試料 に は Hg が 検出 
され た 。 次 の 元素 は 検出 され な か つた 。 
ioe At COED TS BT ae, 
VIO ND RN SD NA = 
(Geochim. Cosmochim. Acta., 10, 
316~320, 1956) [植田 〕 


8020, カリ フ オ ル ニ ヤ 川 Sierra Ne- 
vada ER@RH MSHS Hamilton, 
W.B, Neuerburg, G. J. 

rust. Sierra Nevada の Huntington 
WILL FEROMRARBR A 
ZR 5 MS 30 UARHS. Black 


Point 及び Red Mountain は 貫入 体 で , 
Chinese. Peak は 類 岩 流 で 覆 わ れ て いる 。 
Black Point (KL BOD CEM 
0.518 C, AHORA RERO TER BS 
(BARARARE~TEM A) CH So 
Red Mountain で は 周囲 は 石英 を モン ゾ ニ = 
CHS 

ARDOMM LRA RAR AO 
粒状 寄木 細工 状 集合 か ら な る 。 TBR 
ZARA (An~50), HAO 4 7 a 
ライ ト 及 び 微粒 の 集合 体 が と り ま さく 。 MH 
HA, TH EOMmR pe mes 多量 に 
ある 。 CmHBAPRCKW CRERAS 
有 量 は 15~309, HAI 5~2596, BF 
通 輝 石 は 20~3096 で ある 。 本 岩 は 普通 
BARUBRBRAOD BARE, 普通 煙 
BOMARRAGARES GA COS. 普 
WGA KAFVFAV7G, 多く 
OWBORBRA LAST Zo 

粗 面 玄武 岩 3 個 の 化学 成分 平均 (その 中 
QSAR ACER, MEH) tx SiO== 
54%, Al,O,= 1496, Fe,O,-+- Fe0=9%, 
MgO=7%, CaO=7%, Na,O=39%, 
K,0=39%, TiO,=196 で ある 。 Bats 
化 作 用 は 本 岩 の 化 学 成分 を 説明 する に は 
不適 当 で ある 。 REPS EN STEMS 
質 岩 の 捕獲 岩 及 び SRA, 石英 , RE 
の 捕獲 品 か ら 花 沿 岩 質 岩 の 同化 作用 が 示 
され る 。 粗 面 玄武 岩 の 起源 は 玄武 岩 質 音 
此 中 に 多量 の 壁 岩 の 同化 作用 の 結果 と し 
て 説明 する の が 最も よい 様 に みえ る 。 
(Am.Min., 41, 851~873,1956) [ 千 藤 ) 
8021, Oklahoma Jj] Wichita 及び 
Arbuckle 山脈 の 先 カ ノブ リヤ 和紀 火 成 
岩 Hamilton, W. B. 

アパ ラチ ヤ 及 び ロ ツキ ー 両 山脈 間 の 南 
中 央 部 に は 先 カ ンプ ブリ マ 紀 の 内 成 岩 が 赴 
出す る 。 Oklahoma 州 南 西部 Wichita 
山脈 に は 先 カ ンプ ブ リヤ 紀 の 層 状 を 時 する 
複合 火成岩 体 が あぁ あり; その 中 に は (Ee 
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及び Vs 2 Ae ¢ BIRKS 6 7 
ミナ に 逐 し い RAMRSSD 0, Bela 
及び 倖 長 岩 を 和 覆っ つっ て いる 。 この 複合 体 は 
広大 な MGBA ロ ポ リス の 上 部 を つく 
り , 構造 運動 の 点 で 静 的 な 張力 環境 下 に 
つぐ られ た oT ジル コン に よる 時 代 決 定 は 
6 億 4 千 万 年 前 で , Superior 湖 地 方 Ke- 
weenawan に 相当 する 。 

Oklahoma 州 南 中 央 部 の Aubuckleyly 
脈 は 大 部 分 アル ミナ に 富む 花 賠 岩石 黄 
Bomb RO, 多分 造山 帯 内 に 形成 せ 
られ た 複合 底 毅 の 一 部 を 示し て いる 。 
ジル コン に よる 時 代 決 定 は AT 万 年 
前 で , 中 央 Texas 州 の 花 賠 岩 類 に 対比 せ 
られ る 。 Aubuckle 山脈 の Timbsred 
Hills の 文 象 岩 質 石 英 粗 面 岩 及び 多量 の 
HERS ZR は 上記 花 韻 岩 を 切り , 多分 
Wichita 山脈 の それ に 関係 ある る も の で あ 
ろう 。 し か し 両 山 脈 の 深成岩 は 無関係 で 
BB (Bull. Geol. Soc. Am., 67, 
1319~1330, 1956) (FR) 
8022, 外 カ ル パ ト 地方 の 火山 岩 の 高温 
WERE le6emmrmckufi, B. UV. 

この 地方 に 分 布 す る , 中 新 世 の 安山岩 
・ 玄武 岩 ・ 石 英 安山岩 ・ 流 紋 岩 等 の BS 
流 や 岩 有 誕 の , 斑 品 斜 長石 を 自在 廻 転 台 と 
VRE CREEL Po 成分 は Ango_joo に 
わた る が , (010)-[001]- | [001] //(010) 
-[010]-(001) の 各種 双 品 軸 157 個 の ステ 
レオ 投影 は Nikitin の 標準 曲線 と 比較 す 
る と , いずれ る も 灰 長 石 ・ 亜 灰 長 石 で は 一 
致す る が , 酸性 に な る に つれ て , 次 第 に 
一 方 に 偏り , 中 性 長石 で は 最も は な れる 
こと か ら , “nbosRalt 高温 型 に 属す 
る こと を 確 め た 。 (8anr. Bcec. Mun. 
O6m., ser. 2, 84, No.1, 69~73, 1955) 

(=a) 
8023, スト ロン シウム の 地 化学 Ture- 
kian, KK, Kalpy Jel: 

発光 分 光 分 析 に 依り EMR YEE HY 700 


IRU RBRAEM 300 BEV T その 
中 の Sr の 定量 を 行 つ た も の で ある 。 TE 
Bea SACK Cli m— batholith に 於 
て の みな ら ず 各地 の 試料 に 於 て も Ca の 
増加 と 共に Sr は 増加 する に 反し , “EBA 
ERICK UL BRDILAT DINO 
に は 例外 が 認め ちら れる が , 一 般 に Ca の 
減少 と 共に Sr は 増大 し て いる 。 地殻 に 
BUS Sr OBL 分 布 状 態 は 次 の 如く で 
ある 。 

1. 玄武 岩 質 岩 に 於 ける Sr の 含有 量 は 
Ca の 量 に 関係 が な い が , 7ERMBBRAICH 
て は 両者 の 聞 に 一 定 の 関係 が 存在 する 。 
2. 特定 の 岩石 区 の 玄武 岩 質 岩 は 殆ど 近 
似 し た Sr 含有 量 を 示す 。 各地 域 の 去 武 
岩 質 岩 中 の Sr 平均 値 の 間 に は か な り の 
相 異 が 見 られ る 。 

3. 各地 の 玄武 岩 質 岩 , 頁岩 , 石 灰 岩 中 に 
RUS Ca と Sr の 間 に は 関連 性 が 存在 
し な い 。 ZEBAMCKRUYS STORK 
武 岩 質 岩 465p.p.m, 頁岩 300p.p.m. Gq 
灰 岩 610p.p.m. で ある 。 

4. 花 賠 岩 質 岩 及び 深海 性 堆積 物 に 於 て 
は Sr と Ca の 間 に 相 対 的 関係 を 有する 
5. 地殻 が 玄武 岩 質 岩 と 花 庫 内縁 岩 と か 
ら 構 成 さ れ て いる と 仮定 すれ ば HICH 
ける Sr の 量 は 450 p.p.m. と な る 。 

6. 古生代 の 堆積 物 は 後 古 生 代 の 堆積 物 
より る も Sr/Ca 比 が 低い 。 前 者 が 玄武 岩 
質 岩 に 由来 する に 反し , 後者 は ERS 
U7 bin Wis Bc BRS SACHS 
(Geochim. Cosmochim. Acta., 10, 
245~296. 1956.) [植田 〕 


ta 
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8024, ウラ ン 鉱 床 の 成因 Mckelvey 
V.E., Everhart D.L., Garrels RM 


ツラ ン は 地殻 中 に 1~2ppm, 酸性 火 成 


ib 


岩 中 に 2~4ppm が 含ま れ て いる が , あ る 
部 分 に は 1000ppm 以上 も 含ま れる 。 等 
者 は この 集中 部 分 即ち 久 床 の 種々 の 成因 
を 産出 状態 別に 考え て 1) ARB BEE 
GSO; tte KR, 混成 岩 , 
Felsic porphry, ~77¥4}, flow 
及び 凝灰岩 等 に し 任 つ て いずれ る も RBS 
muMcBrSNS, 2) 鉄 脈 中 の も の ; 
高温 性 , 低温 性 鉱脈 中 に 産 し SO SK bi 
程 中 他 の 共生 鉱物 と 不定 な 品 出 関係 を 示 
す ,3) 砂鉄 ; syngenetic 及び epigenetic 
の 成因 を も つ , 4) 石炭 及び carbona- 
ceous 頁岩 に 伴う も の ; epigenetic 成 
A, 5) 海 成 堆積 岩 中 の も ゃ の; 黒色 頁岩 
PRLAZIc OT その 成因 が 微生物 と 
chemical adsorption と 考え らち られる, の 
RICA L その 各 項 を 数 多く の 次 料 を 引 
用 し で 詳 述 じじ て いる 6 (Econ. Geol., 
Fiftieth Anniversary Volume, 464~ 
933, 1955) (HR) 
8025. 舎 属 第 床 の 分 類 Noble, J. A. 

現在 主として 用 いら ち れ て いる BRR 
の 分 類 法 と し て は Lindgren の depth- 
zone classification, Niggli の volcanic- 
plutonic classification, Schneiderhoéhn 


の ore-association classification の 3 
方 法 が あぁ る 。 先 づ 著者 は 各 分 類 法 を 具体 
的 に 表示 し て その 各々 の 問題 点 に つい て 
説明 する と 共に , 著者 自身 鉱床 分 類 の 基 
箋 に つい て その 考え を 述べ , bit 3 分 類 
FEVIOW THEME AIA TB BEG 
PERKY 誘起 せら れる 場合 , その 生成 
過程 は 必ず し る ゃ も 同一 で は な く , その 生成 
条件 も 種々 複雑 で , これ ら を 同一 基準 に 
よう っ て 分 類する こと は 容 克 で な い が , BH 
床 成 因 の 立場 より みて a) 鉱 液 の 性 質 と 
b) 周囲 の 環境 即ち , 1) BRD 成分 , 2) 
銚 床 生成 系 の 温度 及び 3) 圧力 , 4) 母 岩 
の 化学 組成 等 の 要素 を 分 類 の 基準 と し て 
重要 視 す べき で ある と 主張 し , その うち 


sed 


SR $513 


特に 重要 な も の は GRO MS CHS LU 
STWSo. bath te SRC LOR 
を 加味 し た 分 類 は Schneiderhohn の 方 
YET, HHO 2 者 に 比 し 上記 の 要素 を より 
kCML CW SZLBAENS LOLI 
れ ら の 分 類 法 に は transitions, mineral 
zoning 及び successive mineralization 
SEMPRA MAD $ ゝ 残さ れ て いる 。 
(Econ. Geol. Fiftieth Anniversary 
Volume, 155~169, 1955) (EA) 
8026, Front Range 産 方 釣人 鉱 中 の 銘 
の 同位 元素 の 変化 と その 地質 学 的 意義 
Phair, G. Mela, H., Jr. 

Colorado Front Range #M 1370 
ABASIC E, 質量 分 析 法 に より Pb?04, 
Pb?06, Ph? 及び PH を 求め た 。 
Laramide @PRae Gli U ic Sip lime- 
poor rhyolite 及び それ に 伴う 脈 が ある 
が , 方 鉛 鉄 中 の 鉛 の 同位 元素 と は 関係 は 
7E\%5 SKPRALEBO 2 ヶ は Pb (rH hE 
Li, PRBO 271k PH res, 
DUT Po yey~ BA, Pb ys fan 
も 多く な い 。 南部 の 5 ヶ は 何れ の 同位 元 
素 も 北部 に 比 し 多い 。 即ち 夫々 の 同位 元 
Rik SAREE) 2 群 に 分 けら れる が , 


特に Pb?06 及び Pb? は 差 が He CH 
Bo この 券 は 北部 と 南部 の 地域 差 と 一 致 
し , 中 部 で は 北部 と 南部 の 中 間 性 を 示す 。 
各 方 鉛 鉄 の 生成 時 期 は 殆ど 同時 と 考え ら 
れる が , 上 記 の 如き 信 有 量 の 差 は , Fb 及 
び U を 含む source rock の 違い を 反映 す 
る と すれ ば , Lovering 及び Goddard の 
“北部 と 南部 で 母 岩 柴 が 異 つ て いた "と 
する 姜 え と 一 致す る 。 叉 FH/U'Bage 
は 3 億 7 千 万 年 と 計算 され た 。 
Laramide QRH OSHBO ELT VY 
ア 紀 の 中 の 1 ヶ ケ は ペグ マタ イト 中 の 方 鉛 
BKC, これ は 先 カ ム ブ リア 後期 の も の と 
同位 元素 組成 が 一 致し , Laramide 鉱床 
帯 の も の よ y Pb296 と Pb208 が 少 い 。 


p14 a OK MD GK OR FE a 


先 カ ム ブ リア 初期 と 思わ れる 37 Ct, S 
EK Pb206 と Pb208 が 少く Pp204 に 
富み , Pb206 Pb? は 欧 ど 等 量 存 在 す 
Bo LHBOAHMs 13 億 年 ( キ 1 億 年 ) 
ょ りり 新しい もの で は な い 。 この 3 ヶ の 間 

で は 同位 元素 各々 に 就 い て の 量 的 差 は 非 
常に 少 い 。(Am. Jour. Sci., 254, 420~ 
428, 1956) (AN) 
8027, 自然 銅鉱 床 の 成 因 に 関す る 要約 
Cornwall, H.R. 
ARs CREB BU, Hive, ME 
ES, 蛇 紋 岩 等 の 塩基 性 岩 体 中 , 砂岩 , & 
賑 等 の 堆積 岩 中 , DULG ARO 酸化 帯 , 
A 
で 産出 する これ は 多少 の 物理 化学 的 
環境 ee 
事 を 示す も の で , 筆者 は その 成因 に 関し 
数 多く の 文献 を 基 に し て 次 の 如き 要約 を 
行っ て いる 。 1) 酸化 第 2 鉄 を 含む 母音 
中 に 含 硫 化物 熱 水深 液 人 が 上昇 し て TORS 
る も の , 2) 硫黄 成分 の 少 い 岩 虐 性 或 は 熟 
TVR Ob OVI, 3) BRA, ABA, 
BBA O FEED Fc oR & PORT 
る る も る の, 4) 熱 水 性 硫酸 塩 深 液 か ら 第 1 鉄 
{ty OVE EOWMIRT SOO, 5) 天 
水 か ら の 有機 物 の 作用 に ょ り PUR S B 
の , §) 硫化 鉱 々 床 酸化 帯 に 於 ける 硫酸 
Sl, 酸化 銅 が 天水 に より 還元 され る 場合 , 
7) 初生 硫化 鉄 が 後期 熱 水 深 液 に よっ つて 層 
元 さ れる 場合 等 が 差 え られ る が , 現実 に 
は これ ら の 票 素 が 複雑 に 組合 っ て 自然 鉛 
WIR LT2 DDO EBA TOS. (Econ. 
Geol., 51, 6154631, 1956) — (fryssbye) 
8028, BO x- 放射 能 測定 に よる ウ 
5 veo Andesson, R. Y., Kurtz, 
Ise aig ape 

7 Fv ROK ML T OH PEL Bi 
物 の 分 析 は 一 つの 有力 な 手段 で ある 。 = 
ME 植物 資料 か ら 発する A 線 が zine 
sulphide phosphor を 横切る 時 発光 し , 


その energy が photomultiplier tube 
に より 電波 に 変え られ て 測定 され る 。 そ 
の 測定 に 際 し , 植物 資料 は 洗 条 , Boe, 
粉末 に され , Ha CRaKk ta LC 用 いら 
れる 。 この 方 法 は 費用 が 実 く 操 作 が 簡単 
で 感度 る 非常 に た よく, あぁ あらかじめ ウラ ン 
含有 量 の わか つて いる 資料 に つい て 試験 
し た 結果 も 良好 で あつ た 。 一 般 に 10p.p. 
Mm. DEO V FY BREICHL CBM 
ある が , 10D.p.m. 以下 の 場合 に は Mar 
法 , 集中 潜 等 に より 感度 を 良く する 事 も 
可能 で ある 。 し か し 自ら この 方 法 で は ツ 
Fv, トリ ウツ ウム 或 は それ ら の 腐敗 物 痢 の 
区 別 を する 事 が 出来 ず , Biv ay Re 
量 と 植物 衝 の ウラ ン 吸 収量 と の 園 係 に 問 
題 が あり 結局 , 可 成 り 多 量 の ウラ ン を ih 
収 す る 或 種 の 植物 の な に 限定 され る 。 
(Econ. Geol. , 51,64~88, 195€) [山脇 〕 
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8029, 海 成 堆積 物 中 の 有機 多 組 成 - 
カリ フ オ ルミ = ア 沖 盆地 の RACIKARD 
関す る 予 准 一 Orr, W.L., Emery, K.O 
海 成 堆 和 本物 中 に 含ま れる 有機 物 組成 と , 
特に 堆積 物 の 上 部 層 で 生ずる 組成 の 変化 
が 環境 に ょ っ て どの 様 に 異な る か , その 
分 布 を 南 カ リ CE feu 
TREC CHA CHR. REL 
し て 落 媒 で 抽出 され る 有機 物 と それ に 含 
まれ る RKC, 取扱 つた 試料 は , 


Santa Besbara Basin, Catalina Ea- 


sin, Santa Monica Basin, Santa Cruz 
Basin 等 で ある 。 PRAGAKHNE TV 3 Fm 
MEt A 7axrhb777icbo CH 
有機 物 か ら 分 離し た 。 その 結果 , 試料 の 
数 が 少な すぎ る が , 一 応 次 の 様 な 点 が 指 
摘 さ れる 。 1) 深度 の 浅い 堆積 物 は , 全 
有機 量 が 低い の に , 落 媒 で 抽出 され る 有 
機 物 の 量 が 最も 高く , 叉 含有 炭化 水素 も 


cig 


SK #515 


高い 割合 を 示す 。 2) RIERA 74 
ン ・ ナ フ テ ン 系 寺 芳 香 族 系 ) は 抽出 有機 
物 中 に 2.318.6% 含ま れ , 叉 夫々 の 異 つ っ 
た basin の 全 有 有機 量 に 対し て 0.05~0.6 
49%6 含ん で いる 。 PAGAL 環境 に 対し 
て , 著しい 変化 は な く , 深度 に 対す る 変 
化 も 極め て random で あぁ る 。3) Fischer 
retort を 用 い 500°C で 堆積 物 を pyro- 
lysis する と 取扱 つた 4m oO コア 試料 
で は , HIRE E 2 変化 で 油 の 平均 収 率 は 
7~99%6 で あぁ る 。 こ れ を 元素 分 析 し , 50~ 
7096 回 収 出 来る 代表 的 な oil-shale と 比 
較 し て みる と 酸素 ・ 窒 素 ・ 硫 黄 分 は 何れ 
る 多く, MW H/C ratio (x oil-shale の 
1.62 に 対し 平均 1.35 で 現世 海 成 堆積 物 
と oil-shale と で は 含有 有機 物 の 性 質 に 
著しい 相違 が 認め ちら れる 。 4) 玲 積 物 中 
の 記 化 水素 か ら 計算 し た 油 の 平均 収 率 は 
Los Angels Basin D}HH25 Bb nr: 
回 収 率 の 約 10 倍 で ある が , pyrolysis に 
よる 収 率 は 僅か に 1/10 に 過ぎ な い 。 
5) この 様 に 堆積 物 か ら 分 離し た 炭化 水素 
の 組成 や , その 他 の 複雑 な 物質 は 石油 の 
組成 と は 異 つ て いる 。 ONS OBIE 
源 層 か ら 移動 し て 行く 間 に 生 ずる 変化 や 
分 溜 作 用 に 起因 する も の で あろ 3 う 。 何れ 
に せよ , この 種 の 盗 料 は 石油 生成 の 初期 
の 問題 を 考察 する の に 興味 ある 事 で あろ 
4 (Bull. Geol. Soc. Amer., 67, 1247 
~1258, 1956) [島田 
8030, Roundness |i £ AH RIBIED 
Re Beal, M.A., Shepard, PF. P: 
筆者 は Gulf Coast 地区 , 中 央 Texas 
¥ejz, Mississippi Delta 地域 より 200 
以上 の 砂 の 試料 を 集め て その roundness 
を 計算 し た 。 試 料 は 1/8 と 1/16 OFT 
WEE BEL CT, BET CAR 100K 
に つい て Power’s (1953) roundness 
scale を 用 いて 中 央 Texas の Matagor- 
da Islend PHD 試料 に つい て 平均 の 


roundness を 出し , 一 方 Power’s scale 
と Krumbein’s scale で 比較 し た 。 次 に 
off shore, gulf beaches, dunes, beach- 
dume ridges, barrier islands, bays 
DSR AO CHARS 比較 すれ ば 
dunes, beach-dune ridges の も の が 高 
い 値 を 示し , off shore, bays は 低い 値 を 
示す こと が いえ る 。 各地 域 別 に 比較 し て 
AT dune に 於 いて 高く , beach cH 
て 低い 値 を 示し 図示 し て 説明 を 加え て い 
Bo 次 に 小 い ボー リン グ で 50feet まで 
の 試料 に つい て 深き さと roundness の 関係 
に つい て 説明 を 加え , St. Joseph Island 
と Breton Island . に つい て 説明 し , 特 
yz Breton Island で は , 潤 く な る に つれ 


て roundness が 高い 値 を 示す 。 (Jour. 
Sed. Pet., 26, 49~60, 1956) [阿部 〕 


8031, 直流 弧 光 に よる 油 油 江 の 分 光 分 
4f Barney, J. E., Kimball, W.A 
J. Hansen 4228 195148 yz (FeO! 
YHA DO 0.00038~0.30% の Fe A + 
5% DEC AT ANSILe BRK 
が , Hansen の 用 いた 交流 拡 光 は orga- 
no phosphorous compound を 含む る も 
の に 対し て ば 誤差 が 多い の で , ORE 
を 少く する た め に 直流 折 光 を 用 いた 。 分 
析 装 置 は ボツ ッシュ ロム 大 型 分 光 器 と , A. 
R.L.zVF{VY-ABZ=Y 1 BHE 
灰 化 し て , 標準 と し て は 6% コバ ルト を 
含む 市 販 の ナ フ テ ン 酸 コバ ルト を Swe 
鉄 油 と 共に 用 いた 。 buffer と し て 選択 の 
ER, FTF VBAUNY VLE RAL. 
MCAS LU RARE KR EE 
上 に お と し て IADB TS. この 結 
SR, UMM 896, 化学 分 析 と の 差 は 10% 
で ある 。 (Anal. Chem. 24, 1548~ 
1550, 1952) [阿部 〕 
8032, Jacksonian #7§4O MED 
#1, Min-Shan Sun 
Mississippi 湾 の 洒 線 に ほ ゞ 平行 し て , 
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東部 Texas, Louisiana 及び 西部 Ala- 
bama に 下り 帯状 の 分 布 を 示し て いる 
Jacksonian 堆積 物 を Shepard の 分 類 
に ょ っ つて , sand-silt-clay ratio を 求め 
た 。 105 箇 の 試料 に つい て の 分 析 結 果 で 
は , grain size の 最大 は 8~4mm, 石灰 
質 成 分 は 0.13 へ ~91.559%, clay 成分 は 
0.48~93.70%, silt は 0.71~75.129, 

sand は 0.19~99 259, gravel は 0.39 
~6.07% を 示し た 。 type と し て 多い 
の は sand, clayey silt, clayey sand 
及び sand-silt-clay で ある が , 量 的 に は 
apentic & ¢ Ho normal-sorting を 示 
し て いる 。 堆積 の 環境 と し て は outer 
shelf か ら inner shelf, channel, bay, 


delta 乃至 は beach sand に まで 相当 す 
る 。 Mississippi 地域 で は その 粒度 組成 
に ょ る 細分 が 可能 で ある が Louisiana 
地域 で は これ が 不可 能 で ある 。 これ ら が 
Jacksonian sea の 海 浸 に 伴っ つて 堆積 し 
た も の で ある こと を , MEHMED BEB 


ko CHL Teo. (Jour. Sed. Pet., 
26, 103~110, 1956) [加藤 ) 


8033, #xkBRLYVORREA oolith の 
生成 機構 , Monaghan, P.H., Lytle, 
M.L. 

WAKOAZEROM, YORAIO VSI, 硫酸 
WRITS TF VT ORBRE より 各 
種 の 条件 下 で 海水 中 か ら CaCO, & PR 
St ZBARReE 行 つ た 結果 , 石灰 質 の 
oolith yx ex k ) O (bsAhy Wie k 
0, し か る も 硫酸 塩 - 選 元 バ ク テ リ ア の 活用 
に より 生成 され 得る も の で ある こと を 明 
か に し た 。 海水 中 の Mgt イィ オン の 存在 
に より この 場合 calcite よ ょ り る も aragonite 
を 形成 する 可能 性 が 多い 。 内 酸 塩 に 富ん 
だ 陸 水 が 浅海 に 流入 る よう な 場所 は 上 記 
の 実験 の 条件 に あて は まる が , この 場所 
は 上 記 の よう な バク テリ ア に 必要 な 環境 
即ち 酸素 の 久之 , pH の 増加 , H,S Bex 


硫酸 塩 の 存在 な ど が 問題 で , こう し た 条 
件 は 極め て 極限 され る で あろ 3 う 3。 (Jour. 
Sed. Pet., 26, 111~118, 1956) [加藤 
8034, 粘土 鉱物 と その 生成 環境 
Keller, W.D. 

ELSA O RICBIT STESEO 文献 を 
ER L, FELSKMIO 生成 環境 指示 者 と し 
て の 可能 性 を まとめ た 。 粘 士 鉄 物 は 生成 
後 も その 環境 に より 化学 組成 が 変化 し , 
赤 生 成 地 か ら 他 に 運搬 され る な どの RA 
が ぁ る が , まだ 環境 指示 鉄 物 と し て の fii 
値 は 失わ れ な い 。 FELINE (BA) 
に 作用 する エネ ルギー に 応じ て 生成 さ 
れ , エネ ルギー は 風化 , BUR, BA 
合成 実験 等 の 場合 が 挙げ られ, Ficeam 
の 基本 的 作用 は , その 母 材 の 性 質 に より 
強く 影響 され る 。 粘土 鉄 物 が 生成 され る 
作用 系 は , 化学 的 な micro-climate と し 
© 活性 イオ ン の 集中 , 酸化 電位 , 作用 
系 の 温度 等 を と 用い, macro-climate と し 
て 大 気 , 淡水 , 海水 等 の 環境 を 組合 せる こ 
と に より , COPE RARRICA Xr 
Bo カオ リン グル ー プ の 鉄 物 の 生成 は , 
Al: Si の 比率 が 高く , 過剰 の Ht Be 
“, Catt, Mgt+, Fet+, Nat, K+ DE 
われ る こと に より 促進 させ られ , Hort 
湿 澤 気候 地帯 , 強力 な leaching の 行わ 
れる 処 , 酸化 され る 赤色 粘土 地帯 等 に 生 
る YS UR の 2 
V—-TFOBRMNS, 適当 な 金属 イオ ン の 集 
中 が 高く , At の 集中 が 低い 処 で , アル 
ミニ ソム ・ 百 酸 塩 岩石 か ら 生 成 さ れる 。 
イラ イト が 一 般 に 海 成 の 頁岩 に 多い と さ 
れ て いる の は , 沈 積 個 処 の イラ イィ イト が N 
+1 の cyclic sedimentary illite #3¢ 
わし て いる 可能 性 が 強い 。 | BRA I CREASE 
Mr その 地質 環境 推定 の 具体 例 を 挙げ び , 
粘土 久 物 の 地質 学 的 意義 を 説明 する 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 40, 

2689~2710, 1956) (Haj 
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